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掲載情報は10月13日時点

開館当時のつつじケ丘分館（現 調和分館）の様子（昭和45年（1970年））

10月27日～11月９日は

読書週間
10月27日は「文字・活字文化の日」

つなぐ、60年。つなぐ、60年。
～調布市立図書館は開館60周年を迎えました～
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放送内容は調布市公式 YouTube でも配信中 ※放送が休止・時間変更になる場合あり。インターネットでも聴取可。詳細は調布FM　参照

ⓒ水木プロ

寄せられた声は中央図書館5階で展示しています。
■期 11月15日㈰まで

※当時の図書館報や図書館だよりの引用は一部省略・補訂して掲載しています

ⓒ水木プロⓒ水木プロⓒ

過去の図書館報と図書館だよりの残部を配布します
懐かしい景色や講演会、分館の開館の記録などをご覧になりませんか。
■所中央図書館５階小展示コーナー※製本したものの貸出も可能です

　市立図書館には、開館当初から書き留めている日誌や、市民向けに発行している図書館報（現 図書館だより）があります。それらをひ
もとき60年の歩みを振り返ると、「いつでも　どこでも　だれでも」利用できる図書館を目指し、市民の声に耳を傾け、ひたむきにより
　市立図書館には、開館当初から書き留めている日誌や、市民向けに発行している図書館報（現 図書館だより）があります。それらをひ
もとき60年の歩みを振り返ると、「いつでも　どこでも　だれでも」利用できる図書館を目指し、市民の声に耳を傾け、ひたむきにより
良い図書館サービスを模索し続けてきた当時の職員たちの思いが見えてきます。そこには、今日につながる歴史があります。

　昭和47年（1972年）9月26日の宮の下分館の日誌には、こんな記録が残され
ています。

”

読書サークルを希望する人が２人あった。中学生の母親と、小学生の
母親で、最近下石原に転居されたという。それぞれ以前は武蔵野・立川に住んで
いて、そこで活発な親子読書会に参加していたので、こちらでも図書館が中心に
なって企画してほしいということだった。” 
　開館間もない分館に寄せられた市民の要望でした。
　これに対し、館長は日誌の中で、

”

読書サークルなどをまとめたブッククラブ
を構想する段階にきている”とコメントしています。
　市民から寄せられた「読書会をつくってほしい」という声は、その後の読書推
進活動へと発展しました。同年ブッククラブ会員募集が始まり、翌年には「調布
ブッククラブ※」が発足。読書を通じた学びと交流の場が広がっていき、現在は、
11の読書会を含む32サークル、登録会員が350人から成る生涯学習団体「アカ
デミー愛とぴあ」として、図書館と協働し、講演会や「調布樟まつり（旧図書館ま
つり）」を実施しています。
　利用者の一言をきっかけに、新しい活動が生まれる。図書館の歩みには、そん
な市民との協働の歴史があります。
※調布ブッククラブ：文学散歩、いろいろな読書会、俳句、短歌、詩、綴り方サークル、音楽、
　映画、芸術鑑賞、研究会、野鳥薬草をさぐる会など多くのサークルからなる団体

　市立図書館が開館した当時5000冊程だった蔵書は、長い年月をかけて現在で
は130万冊（うち児童書は25万冊弱）を超える程になりました。本が図書館に並
ぶ過程には、職員が一冊一冊に込めた想いと、並ぶまでの長い道のりがあります。
　昭和56年（1981年）11月15日「図書館だより第89号」の「子どもの本を選ぶ
図書館の仕事シリーズ3」では、こう語られています。”

子ども室の本は、大きく分けて古典的なものと、新刊書があります。古典とは
子どもたちに読みつがれ、今なお、子どもたちを楽しませてくれている本です。
新刊書については、おびただしく出版される本の中から、まず良いものを選んで
いく作業を行うと共に日々、カウンター、おはなし会などで、子どもたちの反応
を見ながら、一冊一冊の本を再評価していかなくてはなりません。
　長い長い年月、図書館員と子どもたちの手によって選ばれ、市民権を得てきた
のが、子ども室に並べられている本なのです。そして又、このようにして子ども
室に並べられた本を、一人でも多くの子の手にとってもらえるようにするのも
大事な図書館員の仕事です。”
　現在も、職員が子どもの本を
丁寧に選び、さまざまなブック
リストや展示、おはなし会、小
学生読書会などを活用しなが
ら子どもたちに本を紹介して
います。また、当初から行って
きた学校に加え、保育園・幼稚
園、児童館、学童クラブ、放課後
等デイサービス、特別支援学校
などでも子どもたちがよい本
に出会えるよう活動していま
す。

　市のハンディキャップサービス（現 利用支援サービス）の歴史は、昭和40
年代からのボランティアや当事者の活動に端を発し、現在に至ります。過去
をひもとくと、昭和57年（1982年）1月15日「図書館だより第90号」では、市
立図書館のハンディキャップサービスについてこのよ
うに語られています。”

本来、図書館は、すべての人に開かれているべきもの
ですが、公共図書館のハンディキャップサービスは、ま
だ入口に立ったばかりです。市立図書館でも、ハンディ
キャップサービスを、図書の貸出業務やレファレンス業
務などと同じ日常のごく当たり前のサービスとして考
え推し進めています。”
　また、平成元年（1989年）7月5日「図書館だより
No.132（ハンディキャップ・サービス通信-5-）」では、”

利用の増加に対応できるように、これからも力を注い
でいきたいと思います。事故や病気のため中途失明する人も増えています。
体が弱くて図書館に来られない人もいます。そういった人たちにどれだけ
のことができるか。「いつでもだれでも使える図書館」にはまだまだほど遠
い現状ですが、これからも一歩一歩サービスを続けていきたいと思ってい
ます。”と、あります。

― この思いが　いまにつながる
　現在では、録音図書はデジタル化が進み、テープ図書からDAISY※図書へ
移行しており、DAISY図書データを国立国会図書館の視覚障害者等用デー
タ送信サービスへ提供している数は、調布市が全国最多となっています。
　その他、対面朗読・プライベート音訳サービス、点訳サービス、宅配サービ
ス、マルチメディアDAISY図書の作成・貸し出しなど、さまざまなサービス
を100人を超えるボランティアの協力を得て行っています。
※DAISY：読むことに困難がある人のために開
　発されたデジタル録音図書の国際標準規格

　図書館では、人と本をつなぐ専門家である司書が「知りたい」「読みたい」
「調べたい」をお手伝いします。お気軽にご相談ください。

● 調べたいことがあるが何をしたらいいのか分からない、
  調べものの参考になる資料を紹介してほしい
● 事実関係や出典を確認したい
● 難易度や好みに合わせて本を紹介してほしい
● 書名の思い出せない本を探している

　日誌には、読書会をつくりたいという市民の願いがあり、図書館報には、職員の熱い
思いがつづられていました。昭和43年（1968年）８月に発行された「中央図書館報第
１号」では、

”

市民図書館とは、市民が作り、市民によって支えられる図書館でなければ
なりません。図書館は市民の内側に入り込み内側から創られてゆく要素をもったと
き、真の図書館になれると思います。”と当時の館長が書いています。
　それから60年、市立図書館は公共図書館が果たすべき役割に
着実に取り組み、市民の声に耳を傾け、よりよい図書館サービ
スを模索し続けてきました。市立図書館はこれからも、「いつで
も　どこでも　だれでも」利用できる図書館を目指し、地域に
根差した、市民の皆さんの生活に役立つ図書館であり続けられ
るよう歩み続けます。

　市立図書館では、開館当初から児童サービスに力を注いできました。昭和44年
（1969年）7月25日の「中央図書館報第7号」では、当時の館長がその理由を語っ
ています。

”

わたしは人間の一生にとって、読書が万能であると考えているわけで
はありませんが、人間の生涯の歩みの中で、読書能力がいかに大きな作用をするか
を、図書館奉仕の現実の中で痛感させられてきました。読書能力ということは、極
めて簡単なことであって、一言にして言えば、それは、「読書するという習慣性」に
すぎないのです。この習慣性は、比較的幼い年齢のときが一番つけやすいのです。”
　また、昭和54年（1979年）12月28日「図書館報第77号」には、児童サービスを
有効に行うための試みが実現されつつある旨の記載があります。1つは、

”

図書選
択の手順の確立。１冊１冊の内容を職員自身の目で確かめ、評価する”、2つ目は”

子どもへの様々な形での働きかけと、学校との連携”。これらは、現在まで引き
継がれており、これを基に児童サービスの更なる充実を図ってきました。

これからも市民と共にこれからも市民と共に

記録で振り返る過去～現在、そして未来へ

良い本を一人でも多くの子に
手にとってもらえるように

「読書会をつくって欲しい」
 市民の声から生まれた読書推進活動

― 引き継がれてきた「子どもに愛される本」

すべての人に開かれた図書館を

　市民によって支えられ、市民のために発展してきた調布市立図書館。
　60年前に掲げられた「市民図書館」の理念は、今も多くの利用者に届き、
市民の暮らしの中に息づいています。

▲マルチメディアDAISY図書

▲利用者の声

中央図書館報第1号▶

▲図書館利用に支援が必要な方のための展示コーナー

つなぐ、60年。市立図書館つなぐ、60年。市立図書館

▲受付の様子（昭和47年（1972年）、旧中央図書館）

▲最近の貸し出しの様子

▼最近の館内

▲クリスマスおはなし会での
　楽しい手遊びの様子
　（昭和49年（1974年）、富士見分館）

▼現在の小学生読書会

目の不自由な方への
利用案内
（昭和62年（1987年））

▲利用者の声

記録で振り返る過去～現在、そして未来へ記録で振り返る過去～現在、そして未来へ
調布市立図書

館は

開館60周年を
迎えました

こんなときはご相談ください

60周年を迎え
寄せられた
市民の声

調布市立図書館が大切にしてきたもの

良い図書館サービスを模索し続けてきた当時の職員たちの思いが見えてきます。そこには、今日につながる歴史があります。良い図書館サービスを模索し続けてきた当時の職員たちの思いが見えてきます。そこには、今日につながる歴史があります。

　市民によって支えられ、市民のために発展してきた調布市立図書館。

　昭和47年（1972年）
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　市のハンディキャップサービス（現 利用支援サービス）の歴史は、昭和40
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と当時の館長が書いています。

配
布

◀著者を囲む合同読書会
　（昭和52年（1977年）7月）

調布市立図書館
公式キャラクター　
じろ▶

調布市立図書館
公式キャラクター　
じろ▶

▲現在の親子おはなし会

図書館報は第86号から図書館
だよりに名前を変え、No.128
からは水木しげるさんの作品が
表紙を飾っています。

ちいさい頃おはなし会に参加
していた方が親となって、自
分の子どもをおはなし会に連
れてきてくれるという、図書
館にとって宝物のような出来
事も目にするようになってい
ます。
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こどもまんなか月間

子ども・若者とその家族を対象に、学校・仕事・家庭生活などの困
りごとについて相談を受けています。
■問ここあ☎042－４５２－８８１６
　（午前１０時～午後８時（木曜日は５時まで））

●東京ウィメンズプラザ☎０３－５４６７－１７２１
　ＬＩＮＥ相談「ささえるライン@東京」
　（毎日午後2時～8時、年末年始・７月第３日曜を除く）

●東京都女性相談支援センター多摩支所☎０４２－５２２－４２３２

●警視庁総合相談センター☎＃９１１０または☎０３－３５０１－０１１０

●東京都性犯罪・性暴力被害者ワンストップ支援センター☎＃８８９１

●子供・保護者専用性被害相談ホットライン　０１２０－３３３－８９１

●内閣府DV相談＋　０１２０－２７９－８８９（チャットも可）

●内閣府性暴力に関するＳＮＳ相談「Ｃｕｒｅ tｉｍｅ」（メールも可）

市の相談窓口
●男女共同参画推進センター☎０４２－４４３－１２１３
  （土・日曜日、祝日、休館日を除く　午前8時30分～午後5時） 

妊娠中の心配ごとや子育てにお悩みの方は
子ども家庭支援センターすこやか相談専用電話☎042－481－7731
（午前9時～午後5時（第3土曜日と翌日曜日、年末年始を除く））

これって虐待かな？と思ったら
すこやか虐待防止ホットライン　 0120－087－358
（午前9時～午後5時（第3土曜日と翌日曜日、年末年始を除く））
多摩児童相談所☎042－372－5600（平日午前9時～午後5時）
児童相談所虐待対応ダイヤル☎189（24時間）

ヤングケアラーの相談
　日常的に家事や家族の世話をしていて、困りごとがある子ども・若者を
見かけたときは、ご相談ください。
調布ゆうあい福祉公社☎042－481－7711（平日午前9時～午後5時）

　１１月は子ども・若者育成支援を推進する月間です。　
　困難を抱える子ども・若者やその家族を支援するため、
さまざまな相談窓口を設置しています。
　お気軽にご相談ください。

子ども・若者総合支援事業ここあ 子ども・若者チャット相談

市内在住・在学の子ども・若者とその家族が、いつでも無料・匿
名で、悩みや困りごとなどをチャットで相談できます。
■問児童青少年課☎042－４８１－７５３６

　オレンジリボンには、児童虐待防止と子どもたちの明るい
未来という意味が込められています。一人でも多くの方に
「児童虐待防止」に関心を持ってもらうため、広報・啓発活動
など実施します。市でも職員がオレンジリボンを着用し、児童
虐待防止を呼びかけます。

相談先はこちら

子どもの命に関わると思った時は
警察☎110番へ

11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

　パープルリボンには、女性に対するあらゆる暴力をなくすというメッセージが込められています。
　女性に対する暴力をなくしていくために、11月は市や多摩信用金庫の職員がパープルリボンを着用する
など、さまざまな啓発活動を行います。

講演会
「これってけんか？これってＤＶ？～安心できる関係のメンテナンス～」　　
■日１１月７日㈯午前１０時～１１時３０分　■所市民プラザあくろす３階ホール
■演高橋郁絵（原宿カウンセリングセンターカウンセラー）　
■定申し込み順５０人　■費無料　
■保1歳～就学前（■申１０月２９日㈭まで。定員あり）
■申専用フォームまたは電話で☎０４２－４４３－１２１３　■他手話通訳あり 

ワークショップ
　暴力のない世の中を願い、メッセージカードをツリーに飾ったり、ペーパーフ
ラワーで大きなパープルリボンとオレンジリボンを作ります。期間中、材料を用
意しています。
■期１１月2日㈪～３０日㈪ ■所市民プラザあくろす３階ロビー　■費無料

図書・パネル展示「女性への暴力をなくそう」
■期１１月１日㈰～３０日㈪ ■所市民プラザあくろす３階ロビー

パネル展示（ＤＶ・デートＤＶ・性暴力防止）
■期：■所１１月１日㈰～３０日㈪ ： 総合福祉センター1階（ウインドウ美術館）　

１１月9日㈪～19日㈭ ： 市役所2階市民ロビー
ライトアップ

　調布駅前広場口屋根と市民プラザあくろす３階窓の一部をパープルとオレン
ジにライトアップします。
■期：■所１１月１日㈰～１７日㈫ ： 調布駅前広場口屋根

１１月２日㈪～３０日㈪ ： 市民プラザあくろす３階

　（午前１０時～午後８時（木曜日は５時まで））

妊娠中の心配ごとや子育てにお悩みの方は
子ども家庭支援センターすこやか未来という意味が込められています。一人でも多くの方に未来という意味が込められています。一人でも多くの方に

　（午前１０時～午後８時（木曜日は５時まで））

妊娠中の心配ごとや子育てにお悩みの方は
子ども家庭支援センターすこやか

　オレンジリボンには、児童虐待防止と子どもたちの明るい　オレンジリボンには、児童虐待防止と子どもたちの明るい

　（午前１０時～午後８時（木曜日は５時まで））

■問子ども家庭センター親子相談係☎042－481－7731

■問多様性社会・男女共同参画推進課☎042－443－1213

相談窓口はこちら

事件発生時は警察☎１１０番へ

市HP

市HP

チャット専用HP

秋
の

児童虐待・DVの
相談窓口は
こちら

専用フォーム

センターHP
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★講師や出演者の敬称を省略しています　★金額は税込です　★「全◯回」と表記している事業は全日程参加が原則です
★催しなどは変更または中止となる場合があります。最新情報は市■HPなどで確認してください

生活のしづらさなどに関する調査
（全国在宅障害児・者等実態調査）
　在宅の障害児・者などの生活実態とニーズを把握するため、11月上旬～
中旬に調査員が市内一部の調査対象地区の世帯を訪問します。調査の対象
となる方がいる場合は調査票を所定の封筒で返送してください。
■問障害福祉課☎042－481－7135■Ｆ042－481－4288　
■Ｅsyougai@city.chofu.lg.jp

アンケート調査結果の公表
　６月20日～８月31日に実施した「調布市内で活動場所が限られるスポー
ツをする場所のニーズ等」に関する市民アンケート調査結果を市■HPで公開
しました。いただいたご意見をもとに、市議会として政策提言などにつな
げるよう努めていきます。ご協力ありがとうございました。　
■問議会事務局☎042－481－7294

市HP

市議会文教委員会

公共施設予約システムが新しくなります
　現行の施設予約システムのサービス終了に伴い、予約システ
ムが新しくなります。各施設で新システムを利用する場合の手
続き方法が異なります。詳細は市■HPをご確認ください。
■日11月１日㈰から手続き開始　
対象施設／スポーツ施設、文化施設、教育施設
■問スポーツ施設について：スポーツ振興課☎042－481－7496　
　文化施設について：（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団
　　　　　　　　　　☎042－441－6145　
　教育施設について：教育総務課☎042－481－7465（教育会館２階会議室）
　　　　　　　　　　社会教育課☎042－481－7488
 （学校一般開放：第一小・第三小・第七中の体育館）

市HP

平和祈念祭
　戦争などで亡くなられた方々への追悼の念と、今日の平和が永遠に続く
ことを願い、調布市遺族厚生会との共催で、平和祈念祭を行います。
■日11月10日㈫午前11時～　
■所文化会館たづくり１階むらさきホール、市役所前庭（献花）　
※例年とは会場が異なります。ご注意ください
◎調布市遺族厚生会とは
　市内在住の戦没者の遺家族で構成される団体です。遺家族間の交流など
を図るため、年１～２回の研修や戦没者追悼式への参列などの活動を行っ
ています。市内に在住する戦没者の遺家族の方はどなたでも入会できます。
■問福祉総務課☎042－481－7101、調布市遺族厚生会会長☎042－481－5588

副市長の就退任
　副市長の本田尚美が、令和８年９月30日付で退任しまし
た。
　令和８年第３回市議会定例会で同意を得て、秋元康子
（写真）を10月１日付で副市長に選任しました。東京都に
入都後、水道局・総務局などを経て、就任しました。任期
は令和12年９月30日までの４年間です。 （総務課）

調布市長賞受賞アイディア
「ちょうふ歴史散策スタンプラリー“S

サクラリー

akuRally”」の
実証実験を開始

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

まち歩きイベント
「電通大生発案“SakuRally”で
調布駅周辺の歴史散策」

　電気通信大学が実施する「U
ユー

☆P
ポック

oC～UECアイディア
実証コンテスト」で、調布市長賞を授与した提案の実証
を開始します。学生が企画・開発したコンテンツを体験
し、皆さんの感想を寄せてください。

実証実験の概要
「SakuRally」を使ってみよう
　市内のスポットを巡りなが
ら、調布の歴史を学ぶことが
できるデジタルコンテンツで
す。
　市民参加オンラインプラットフォーム「ち
ょうふL

リクリッド

iqlid」からアクセスし、感想や意見
を寄せてください。
実証期間／12月31日㈭まで（予定）
■問企画経営課☎042－481－7368

　郷土博物館の企画展「あの頃の調布駅前～風景散歩～」（11月
７日㈯～12月６日㈰開催）の関連イベントとして、「SakuRally」
を活用したまち歩きを実施します。

■日11月14日㈯午前10時～正午（荒天時は館内で実施）　
集合場所／郷土博物館１階展示室　
解散場所／調布駅前広場
■内展示解説後、自身のスマートフォンを使用
してスタンプラリーに参加しながら、学芸員
による案内で旧調布駅や線路跡などを巡る
ゲスト／電気通信大学学生（「調布市長賞」受
賞チーム）　■定15人（多数抽選）　■費無料　
■持インターネットとGPS機能とカメラ機能を
利用できるスマートフォンまたはタブレット
端末（通信料は参加者負担）
■申10月21日㈬～11月３日㈷に、専用フォーム
から申し込み　
■問郷土博物館☎042－481－7656

※車いすや手話通訳を希望する場合は要事前相談

消防委員会
■日10月21日㈬午後２時～３時　■所文化会館たづくり西館３階総合防災安全
課会議室　■定当日先着３人　■問総合防災安全課☎042－481－7348
第４回教育プラン策定検討委員会
■日10月28日㈬午後６時30分～（受付６時15分～）　■所教育会館３階301～
303研修室　■定当日先着10人　■問教育総務課☎042－481－7464
第３回特別支援教育検討委員会
■日11月12日㈭午後２時～４時（受付１時45分～）　
■所教育会館２階201研修室　■定当日先着５人　■問指導室☎042－481－7585

市HP

Liqlid
HP

専用
フォーム

「SakuRally」イメージ図
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市報の配布を
中止したい方はこちら

配布が必要ない場合は、左のQRコードから連絡または
市報ちょうふ配布コールセンター（配布受託業者㈱小平広告）☎042－300－3131へ

市報ちょうふは、
市■HPでもご覧いただけます

■ 子ども・若者支援地域ネットワーク講演会／こころといのちの（自殺予防）講演会「子ども・若者の発達障害～心の発達の偏り
が生きにくさをうまない社会～」
■日10月31日㈯午後１時20分～３時頃
■所市民プラザあくろす３階ホール
■対悩みを抱える方や家族など
■演田中　哲（子どもと家族のメンタルクリ
ニックやまねこ院長）
■定会場：申し込み順90人、オンライン：500人
■費無料
■申会場参加は10月29日㈭までに市■HPの専用フォームか
ら申し込み※オンライン視聴は申し込み不要。視聴方
法は市■HP参照
■問児童青少年課☎042－481－7536

■ 全国ひとり親世帯等調査へのご協力を
　この調査は、５年に一度、母子世帯、父子世帯、父
母のいない児童がいる世帯の生活実態を把握し、福祉
対策の充実を図るための基礎資料を得る、極めて重要
な調査です。
　無作為に選ばれた地区にお住まいの方に職員が訪問
し、調査票をお渡しします。令和８年11月１日現在の
状況について記入をお願いします。
■期11月１日㈰～30日㈪
■問子ども育成課☎042－481－7095

■ ふれあいおやこ講座こころ・ことばを育てるヒント
■日①11月６日㈮②11日㈬　
■時午前11時～正午　
■所①緑ケ丘児童館プレイルーム
　②佐須児童館プレイルーム　
■対未就学児と保護者　

■内①心理士②言語聴覚士から発達や関わり方の解説、
保育士と一緒に体を使った親子遊び　
■申当日直接会場へ　
■問子ども家庭センター☎042－441－6081

■ FC東京子どもサッカー体験教室（年中～小学３年生対象）
■日11月14日㈯　
■時①午前９時～10時②10時30分～11時30分　
　③午後０時30分～２時　
■所西町サッカー場　
■対：■定①②市内在住・在園の年中・年長児と同伴者：
24組48人（子ども１人に対し同伴者１人。同伴者も一
緒に参加）③市内在住・在学の小学１～３年生：40人
（いずれも多数抽選）　
■演FC東京普及部コーチ　
■費無料　
■申11月２日㈪までに専用フォームからＪリーグIDを登
録（無料）後、申し込み※申し込みは１組１回まで　
■問FC東京☎042－444－2630（火～金曜日（祝日を除く）
午前10時～午後５時） （スポーツ振興課）

■ ジュニア・シニアリーダー講習会「レクの集い」
■日11月15日㈰午前９時30分～正午
　※雨天中止
■所深大寺自然広場内（かに山キャンプ場）
■対ジュニアリーダー：中学生
　シニアリーダー：高校生
■内市内で同じ活動をしている仲間を知り、レクリエー
ションを通して活動する
■定各申し込み順30人
■費無料
■持市■HP参照
■申11月12日㈭までに市■HPから申し込み
■問社会教育課☎042－481－7488

■ 環境講座2026自然のチカラで電気をつくろう～水力発電を体験～
■日11月15日㈰午後１時30分～４時30分　
■所佐須ふれあいの家　
■対市内在住・在学の小学３～６年生と保護者※児童は
１組２人まで。小学５・６年生は児童のみの参加可　
■定20人（多数抽選）　
■費１組200円（保険料、資料・材料代）
■申■問専用フォームから申し込み、またはＥメールに参
加希望者の住所、氏名、学年、日中連絡の取れる電話
番号、Ｅメールアドレスを明記し、10月31日㈯までに
ちょうふ環境市民会議☎090－5558－1445
■Ｅ info@chofu-kankyo-shimin.org （環境政策課）

■ 令和８年度調布っ子「夢」発表会
　市内の小学校５校の５年生10人が「わたしが考える
未来の調布」をテーマに、自由で夢のある意見を発表
します。
■日11月15日㈰午後２時～３時20分（１時30分開場）
■所文化会館たづくり８階映像シアター
■定当日先着40人
■費無料
■問社会教育課☎042－481－7490

■ ペアレントメンター講演会「子どもの特性に寄り添う進路選択のために。
 先輩お母さんの話を聞いてみよう！」
■日11月30日㈪午前10時～正午
■所市民プラザあくろす３階ホール１・２
■対発達に遅れやかたよりのある子どもの保護者、子ど
も施設に勤務する職員
■内先輩保護者（ペアレントメンター）による、実体験
に基づいたリアルな学校選びや心構え
■定申し込み順60人
■費無料
■保なし（同席は可）
■申11月20日㈮午後５時までに市■HPの専用フ
ォームから申し込み
■問子ども発達センター☎042－486－1190

■ ひとり親家庭体験応援事業　日帰りスキー教室
■日令和９年１月16日㈯
■所カムイみさかスキー場（山梨県笛吹市）
集合時間・場所／午前７時・調布市役所　
解散／午後６時（予定）・調布市役所
■対市内在住のひとり親家庭の親子（子どもは小学５年
生～高校生年代の18歳。付き添い児の同行不可）
■内親子でスキーを体験（午前は各自スキースクールに
参加。午後は親子で自由滑走）
■定ひとり親家庭の親子計40人（多数抽選。初心者優先）
■費無料（往復バス・レンタルウエア・レンタルスキー
・スキースクール代、保険料の自己負担なし）
■申11月６日㈮までに専用フォームから申し込み
■他抽選後ひとり親家庭に関する要件確認と提出書類あ
り。親子参加必須（親もスクールに参加。別居親との
参加を希望する場合は、子どもと同居している市内在
住の同居親が申し込み）
■問子ども育成課☎042－481－7095

●小児科医による健康相談
■日11月11日㈬午前10時30分～11時30分　
■演貫井清孝（すこやか協力医）　
■定申し込み順４人　
■申電話または直接すこやか　
■他治療行為は行いません
●すこやかフリーマーケット「ほんわか市」
■日11月14日㈯午前10時～正午　
■内乳幼児向けの育児用品、衣類、玩具、絵本など　
■申当日直接会場へ
●ファミリー・サポート・センター事業説明会
　子育てを手伝ってほしい方（依頼会員）と手伝える
方（協力会員）を結ぶ事業です。
　協力会員による保育園や学童クラブへの送迎などの
援助に対して、１時間当たり700円（休日、早朝・夜
間は900円）が依頼会員から支払われます。
■日11月15日㈰午前10時～正午　
■定申し込み順30人　
■申電話、Ｅメール（すこやか■HP要確認）または直接す
こやか　
■他個別入会あり。詳細はすこやか■HP参照
●ひろばのスキンケア教室
　スキンケアの大切さや、顔や体の洗い方・保湿の仕
方をお話します。
■日11月24日㈫午前10時30分～11時30分　
■対０～３歳の子どもと保護者　
■定申し込み順20組40人
■演小児アレルギーエデュケーター　
■申10月21日㈬午前９時からＥメールで申し込み（すこ
やか■HP要確認）

■子ども家庭支援センターすこやか　専用■HPあり〒182－0022  国領町３－１－38 ココスクエア２階
☎042－481－7733（午前９時～午後５時）

妊娠・出産
　妊娠に関する相談（妊娠届・
ゆりかご調布面接、もうすぐマ
マパパ教室（いずれも予約制））

健診・子どもの健康相談
　子育て教室・相談（子ども歯科相談
室（■対１・２・４～６歳児）、７～９
カ月児のもぐもぐ離乳食講座）、食物
アレルギー教室やスキンケア教室など

　詳細は市■HPをご確認ください。
■問子ども家庭センター☎042－441－6081

市HP

市HP

市HP

市HP

市HP

専用
フォーム

市HP

専用
フォーム

認可保育園や
幼稚園などが実施する

地域交流事業・園庭開放

■対就学前の子どもと保護者　
■申10月21日㈬以降の平日
午前９時30分～午後４時に
各保育園・幼稚園など
※車での来場不可 （保育課）

各園の実施状況は
市■HPをチェック！

専用
フォーム

里親の話を聞く会
～養育家庭体験発表会～

■日10月30日㈮午後６時30分～
■所文化会館たづくり８階
　映像シアター
■他詳細は多摩児童相談所
　フォスタリング機関二葉学園■HP参照
■問子ども家庭センター☎042－481－7731

詳細は
こちら
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●特殊詐欺にご注意ください　令和８年調布市内の特殊詐欺被害状況（９月末時点、暫定値）　被害件数／106件　被害金額／約８億715万円
SNSのダイレクトメッセージやバナー広告による投資詐欺被害が急増しています。怪しいと思ったら、すぐ110番か調布警察署（☎042－488－0110）へ通報してください。
 （総合防災安全課）

■ 高齢者見守り事業「ほのぼの電話訪問」利用者募集
■対おおむね70歳以上のひとり暮らし高齢者、見守りが
必要と判断される高齢者
■内週１回（月～金曜日午前10時～正午の間）ボランテ
ィア（電話訪問員）が対象者に電話をかけ、会話する
ことで孤独感の緩和と安否確認を行う
■定各曜日若干名
■費無料
■申お住まいの地区担当民生児童委員へ
■問社会福祉協議会☎042－481－7693

■ 行政書士による個別終活・相続相談会（予約制）とミニセミナー
　相続・遺言・お墓・空き家など終活における不安や
悩みを解消する相談会（予約制）と予約不要のミニセ
ミナーです。
■日・■所①11月４日㈬・市民プラザあくろす
　　　②　　12日㈭・西部地域福祉センター
　　　③　　19日㈭・染地地域福祉センター
　　　④　　27日㈮・調布ケ丘地域福祉センター
■内・■時①ミニセミナー・午後１時～、
　　　　個別相談会・２時15分～、３時15分～
　②～④個別相談会・午後１時15分～、２時15分～、
　　　　３時15分～
■演東京都行政書士会調布支部所属の行政書士
■定ミニセミナー：当日先着20人、個別相談会：各時間
申し込み順２組（空きがあれば、当日受付可）
■費無料
■申■問個別相談会を希望の方は、各開催日の前日までに
東京都行政書士会調布支部☎042－446－6720（平日午
前10時～午後４時）
 （高齢者支援室）

■ 協力会員募集説明会
　高齢、障害があるなど、外出や家事の手助けが必要
な方、食事の配達を必要とする方を支援する活動です。
■日①11月９日㈪②26日㈭
■時午前10時～11時30分　

■所①調布ゆうあい福祉公社
　②西部公民館　
■他参加できない場合は個別に対応可　
■申■問専用フォームまたは電話で（公財）調布ゆうあい
福祉公社☎042－481－7711

■ 調布ゆうあい福祉公社相談事業
A内科医師による個別相談
■日11月19日㈭午後１時30分～３時
B弁護士による法律相談
■日11月12日㈭午前10時30分～正午
C精神科医師による個別相談
■日11月24日㈫午前10時30分～正午　
A～C共に
■定各回申し込み順２人（１人40分）　
■費無料　
■所■申■問前日までに電話で（公財）調布ゆうあい福祉公
社☎042－481－7711

■ 認知症サポーター養成講座
■日11月20日㈮午前10時～11時30分
■所文化会館たづくり８階映像シアター
■対市内在住・在勤・在学の方　
■定申し込み順50人　
■費無料　
■他受講者に認知症サポーターカードを進呈　
■申■問（公財）調布ゆうあい福祉公社☎042－481－7711

■ 第６回調ちょうっとやってみよう倶楽部ドローン操縦
　講師による操作説明があるので、初めて
でも安心して楽しめます。
■日11月27日㈮午後２時～３時30分
■所アフラックスクエア（小島町２－33－２）
集合時間・場所／午後１時30分～・会場入口前（文化
会館たづくり側）
■対市内在住の65歳以上で、要介護・要支援・日常生活
支援総合事業対象者の認定を受けていない方
■内ドローン体験、簡単な体力測定
■定20人（初めて市の介護予防事業に参加する方優先）
■費無料　■他文化会館たづくり側正面入口で受け付け
■申■問10月22日㈭から専用フォームまたは電話で高齢者
支援室☎042－481－7150

■ FC東京　高齢者体操教室
■日11月30日㈪午前10時～正午
■所文化会館たづくり10階1001学習室
■対市内在住の65歳以上で、要介護・要支援・日常生活
支援総合事業対象者の認定を受けておらず、医師から
運動制限の指示を受けていない方
■内介護予防の講義と運動
■定申し込み順16人
■費無料
■持動きやすい服装、運動靴
■他令和８年度はボールを使用しない体操を行います
■申■問10月21日㈬から電話で高齢者支援室
☎042－481－7150

■ シルバー人材センター入会説明会
■日11月12日㈭午前９時30分～
■対市内在住の60歳以上
■費1000円（入会者のみ）
■持身分証明書
■他要事前予約。オンライン説明会もあり
■所■申■問（公社）調布市シルバー人材センター（小島町
３－87－４）☎042－487－9375

■ 発達障害者支援事業シンポジウム「発達障害の理解と支援
 ～自分らしくつながり続けるために～」

■日12月20日㈰午後１時～４時
　（０時30分開場）
■所こころの健康支援センター２階こかげ
■演太田晴久（昭和医科大学発達障害医療研究所　所長）
　阿部朋典（ 電気通信大学学生支援センター　障害学

生支援チーフコーディネーター）
　澁谷龍之介（ ディーキャリア調布オフィス　サービ

ス管理責任者）
　金子誠一（当事者）
■定会場受講：申し込み順60人
■費無料
■申会場受講：11月16日㈪～12月16日㈬に電話で問い合
わせ先へ　オンデマンド配信：11月16日㈪～12月21日
㈪に専用フォームから申し込み
■問こころの健康支援センター☎042－490－8166（午前
９時～午後５時） （社会福祉協議会）

（一社）武蔵府中法人会から
調布市子ども・若者総合支援事業

ここあへ物品の寄贈
　９月24日、（一社）武蔵府中法人会から調布市子
ども・若者総合支援事業ここあの利用者のために、
iPad４台と都立高校の過去の入試問題集12冊をご寄
贈いただいたことに対して、感謝状を贈呈しました。
寄贈いただいた品物は、ここあ利用者のために使用
します。

 （児童青少年課）

調布消防署の水難救助隊員が全国消防救助技術大会で上位入賞
【大会結果】
種目：水中検索救助　全国１位
種目：溺者救助　全国２位
種目：水中結索　全国３位

【水難救助隊とは】
　東京消防庁には現在81の消防署がありますが、水
難救助隊があるのは６署のみで、約１万8000人の消
防職員のうち、わずか90人のみの精鋭部隊です。
　調布水難救助隊は、世田谷区の河川中流区域から
奥多摩地区まで幅広く出動し、時には立川の東京消
防庁航空隊の消防ヘリコプターと連携して活動する
など、年間約50件出動しています。
　調布水難救助隊は、昨年で発足50周年を迎えまし
た。これからも「人命救助を最優先に全力を尽くし
ていく所存です」とのことです。

■問調布消防署☎042－486－0119 （総合防災安全課）

　８月に新潟で行われた第54回全国消防救助技術大
会（水上の部）に調布消防署の職員２人が出場し、
優秀な成績を収めました。９月11日に、隊員２人と
水上の部の総監督を務めた同署職員１人が、市長を
表敬訪問しました。

専用
フォーム

専用
フォーム

専用
フォーム

前列左から�冨塚調布消防署長、細川消防副士長
　　　　　�本保消防副士長、白川消防指令補
後列左　　�松村警防課長

左から
鳩山副会長
芟
かり

花会長
秋沢副会長

シルバー
人材センターHP
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●下水道使用料の改定
　10月１日に下水道使用料を改定しました。詳細は市■HPをご覧ください。　　　　　■問下水道課☎042－481－7228・7231

　　安全・安心なまちづくり

■ 調布狛江公衆浴場組合と「震災時等の災害時における
 公衆浴場の使用に関する協定」を締結
締結日／10月５日
■内災害時における、市内
４カ所の公衆浴場（鶴の
湯・梅の湯・深大湯・神
代湯）の無償提供などに
関すること
■問産業振興課
　☎042－481－7185

■ 北ノ台まちづくりネットワーク防災訓練
■日10月24日㈯午前９時30分～11時30分　
■所北ノ台小学校　校庭・体育館（雨天時は体育館のみ）
■内応急処置・救護訓練、AED訓練、防災DVD映像視聴、
初期消火訓練、煙体験、ポンプ車放水訓練、警察・消
防コーナー、展示コーナー（北ノ台小学校４年生によ
る防災学習発表）　
■費無料　
■申当日直接会場へ
■問協働推進課☎042－481－7036

■ いっしょうふれあいネットワーク防災訓練
■日10月31日㈯午前10時～正午
■所第一小学校　校庭・ピロティー
■内炊き出し・初期消火訓練、煙体験、防災品の展示
■費無料
■申当日直接会場へ
■問第一小学校地区協議会・佐藤☎090－4759－5031
 （協働推進課）

■ 防災行政無線を用いた全国一斉の情報伝達訓練
　全国瞬時警報システム「Ｊアラート」を活用した情
報伝達訓練を実施します。
■日11月11日㈬午前11時～（予備日：11月25日㈬）　
■内上りチャイム+「これはＪアラートのテストです。」×
３回＋「こちらはぼうさい調布です。」＋下りチャイム　
■問総合防災安全課☎042－481－7346

　　税金・保険・年金

■ 市民課の休日窓口
■日10月25日㈰、11月14日㈯・29日㈰※広域交付による
戸籍証明書などの発行は不可　
■時午前９時～午後０時30分　
■所■問市民課（市役所２階・マイナンバーカード窓口（市
役所１階101会議室））☎042－481－7041～5

■ 市税の納付は口座振替を～申し込みは郵送も可～
【口座振替対象税目／納期限・申込期限】
◎固定資産税・都市計画税　第３期
　国民健康保険税　第６期
　（12月25日㈮振替分／11月10日㈫必着）　
■申依頼書（市内の取扱金融機関に備え付け。郵送希望
は要連絡）で申し込み※キャッシュカード（来庁者本
人名義）と本人確認書類を市役所に持参し手続き可　
■他個人市・都民税、森林環境税の年金特別徴収（公的
年金からの天引分）は、口座振替での納付不可

※ペイジー口座振替受付サービスは申し込み期限が異
なるので要問い合わせ
■問納税課（市役所３階）☎042－481－7214

　　住まい・街づくり・環境

■ 調布都市計画生産緑地地区変更案の縦覧
告示日／10月20日㈫　
縦覧期間／10月20日㈫～11月４日㈬（平日のみ）　
■時午前８時30分～午後５時
縦覧場所／まちづくり推進課（市役所７階）、市■HP　
意見書提出方法・■問住所、氏名、電話番号、都市計画
案の名称、意見を明記し、11月４日㈬（消印有効）ま
でに〒182－8511市役所まちづくり推進課
☎042－481－7453へ郵送または持参　

■ 緑ケ丘二丁目地区地区計画の変更に関する原案説明会（オープンハウス形式）
　緑ケ丘二丁目地区地区計画の変更に関する原案説明
会をオープンハウス形式で開催します。
■日①11月６日㈮午後６時～７時30分
　②７日㈯午前10時～11時30分※①②共に入退場自由
■所緑ケ丘小学校体育館
◎緑ケ丘二丁目地区地区計画変更原案の縦覧
告示日／11月５日㈭
縦覧期間／11月６日㈮～19日㈭（平日のみ）
■時午前８時30分～午後５時
縦覧場所／まちづくり推進課（市役所７階）、市■HP
■他地区計画変更原案について、11月６日㈮～26日㈭に
区域内の土地所有者などは意見書の提出が可能
■問まちづくり推進課☎042－481－7444

　　健　　康

■ 胃がんリスク検査
■対40～49歳（昭和52年４月１日～昭和62年３月31日生
まれ）※受診歴、ピロリ菌の除菌歴のある方を除く　
■内血液検査　
■定申し込み順500人　
■費無料※精密検査、除菌治療などは有料
■他審査後、受診券を郵送。胃がんリスク検査は令和８
年度末をもって終了　
■申■問はがきに住所、氏名（フリガナ）、年齢、生年月日、
性別、電話番号を明記し、令和９年２月28日㈰（消印
有効）までに〒182－0026小島町２－33－１文化会館
たづくり西館４階健康推進課「胃がんリスク検査」係
☎042－441－6100へ郵送、または専用フォームから申
し込み

■ がん相談サポート事業の10・11月の開設日
■日10月20日㈫・24日㈯・27日㈫・31日㈯、
　11月７日㈯・10日㈫・14日㈯・17日㈫・21日㈯・
　24日㈫・28日㈯
■時午前９時～午後６時
■対がんの疑いがある・がんに罹患した市民と家族など
■費無料
■申電話（ 0120－785－570）またはがん相談サポート
事業■HPからＥメール
■他サービス利用には市民専用の利用資格コード（275B）
が必要。紹介するサービスは一部有料
■問健康推進課☎042－441－6100

■ おとなのための食事相談
■日11月17日㈫
■時午後１時15分～１時45分、２時～２時30分、
　２時45分～３時15分

■所文化会館たづくり西館保健センター３階
■対18歳以上
■定各回申し込み順１人
■他医療機関で治療中の方は要問い合わせ
■申■問健康推進課☎042－441－6100

　　募　　集

■ 調理ボランティア
　デイサービス「アイビー」の利用者に手作りの昼食
を提供する活動です。
■日月１回（いずれかの木曜日）午前９時～午後１時30
分
■所総合福祉センター６階調理室
■申■問総合福祉センター☎042－481－7660
 （社会福祉協議会）

■ 行動援護従業者養成研修（通学）受講生募集（全４回）
■日①12月10日㈭②11日㈮③18日㈮④19日㈯　
■所こころの健康支援センター本館２階健康
活動室ＡＢ　
■対次の全てに該当する方
　Ⓐ市内在住・在勤・在学
　Ⓑ令和９年３月31日時点で69歳以下
　Ⓒ 市内の行動援護事業所やそのほか障害福祉サービ

ス事業所で従事希望・従事予定・従事している　
■定24人（選考あり）　
■費3000円（受講料、テキスト代）
■申■問申込書（福祉人材育成センター、総合福祉センタ
ー、市民活動支援センターで配布、または福祉人材育
成センター■HPから印刷可）を11月２日㈪～19日㈭に調
布市福祉人材育成センター☎042－452－8180に持参（マ
イナンバーカード・運転免許証などで本人確認。市外
在住で市内在勤・在学の方は社員証、学生証なども確
認）
 （社会福祉協議会）

　　採用情報

■ 会計年度任用職員
◎市民税課
業務内容／税務事務補助（郵送物の仕分け、パソコン
入力）、電話応対、窓口応対など　
勤務形態／平日週４日午前９時～午後５時
勤務地／市役所または武蔵府中税務署
時給／1280円
雇用期間／令和９年１月中旬～３月31日㈬の間で①１
カ月程度②２カ月程度
■申■問11月13日㈮（必着）までに専用フォー
ムから申し込み、または申込書（市民税課

（市役所３階）で配布、または市■HPから印
刷可）を市民税課☎042－481－7193～7へ
郵送または本人が持参

■（福）調布市社会福祉事業団職員（福祉職）
業務内容／障害児・者の生活・相談支援、児童の療育
・育成、事務など　
資格など／あり　
採用日／Ⓐ令和９年１月１日㈷
　　　　Ⓑ４月１日㈭　
締め切り／11月４日㈬（必着）
■申■問社会福祉事業団本部事務局☎042－481－7493
 （障害福祉課）

専用
フォーム

がん相談
サポート事業HP

福祉人材
育成センター

HP

専用
フォーム

� 市HP

左から　
神代湯 古瀬さん、梅の湯 田村さん、
深大湯 鈴木さん、鶴の湯 相良さん
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　　スポーツ

■ 調和小プール11月の予定
休館日／９日㈪・24日㈫
学校が使用する日（一般開放は午後４時から使用可）
／２日㈪・４日㈬～６日㈮・10日㈫～13日㈮・16日㈪
～20日㈮・25日㈬～27日㈮・30日㈪
■他詳細は市■HP参照
■問調和小プール受付☎042－485－5631
 （スポーツ振興課）

●調布市スポーツ協会　事前申込プログラム
Ⓐ水曜日ジュニアスイミングスクール
■日12月２日・16日、令和９年１月６日・20日、２月３
日
Ⓑ月曜日ジュニアスイミングスクール
■日12月14日・28日、令和９年１月４日・25日、２月８
日
ⒶⒷ共に
■時午後４時30分～５時50分　■所総合体育館
■対市内在住・在学の泳げない小学生　
■定20人（多数抽選）　■費2500円（初回持参）
■申10月30日㈮までにスポーツ協会■HPから申し込み

休館日／11月２日㈪・16日㈪
【11月の当日申込プログラム】
①バドミントンスクール
■日毎週火曜日（11月３日㈷を除く）
■時午前９時45分～11時45分
②バレーボールスクール
■日毎週水曜日　■時午前９時30分～11時45分
③ビギナーズエアロ
■日毎週火曜日（11月３日㈷を除く）
■時午後１時45分～２時45分
④転倒予防のための体操
■日毎週木曜日　■時午後０時15分～１時30分
⑤ファットバーニングエアロビクス
■日毎週金曜日　■時午後７時～８時
⑥ラン＆フィットエアロビクス
■日11月７日㈯・21日㈯　
■時午前９時20分～10時20分
⑦フィットボクシング60
■日11月14日㈯・28日㈯　
■時午前９時20分～10時20分
⑧水中ウォーキング
■日毎週月・水・木曜日（11月２日㈪・16日㈪・23日㈷
を除く）　■時午前９時20分～９時50分
⑨エンジョイアクア
■日毎週火・金曜日（11月３日㈷を除く）
■時午後２時30分～３時30分
⑩水中運動
■日毎週水曜日　■時午後２時～３時
⑪ヌードルトレーニング
■日毎週金曜日　■時午前９時10分～９時55分
⑫スイム練習会
■日11月９日㈪・30日㈪　■時午後７時～８時
⑬中上級スイミングスクール
■日毎週水曜日　■時午後６時30分～８時30分
⑭サンデースイミングスクール
■日毎週日曜日（11月15日㈰を除く）　
■時午前10時～正午
①～⑭共に
■対市内在住・在勤・在学の15歳以上（中学生を除く）
■申当日直接会場へ
■他詳細はスポーツ協会■HP参照

　　仕事・創業

■ 学生向け就活アレコレ相談会
　就活のお悩みを聞き、あなたに合ったこ
れからの進め方を一緒に考えます。
■日11月21日㈯、12月12日㈯・26日㈯　
■時午前10時～午後４時（１回50分）　
■所ちょうふ若者サポートステーション、またはオンラ
イン　
■対高校生、大学生（全学年対象）　
■定申し込み順５人　
■費無料　
■申ちょうふ若者サポートステーション■HPから申し込み　
■他サポステ登録は不要
■問ちょうふ若者サポートステーション
　☎042－444－7975
 （産業振興課）

■ 福祉のしごと相談・面接会
　市内の高齢者や障害者の分野で、正職員・パートな
どさまざまな雇用形態の求人を紹介します。
■日11月21日㈯午後１時～４時（受付０時40分～３時30
分）　
■所こころの健康支援センター２階（布田５－46－１）　
■内市内の福祉施設の就職相談・面接会。事業所・施設
の労働条件など相談可。福祉の資格や仕事に関する相
談コーナーあり※午後１時からガイダンスと参加法人
のPRタイムあり　
■費無料　
■申当日直接会場へ　
■問調布市福祉人材育成センター☎042－452－8180
 （社会福祉協議会）

■ 保護者セミナー「親が動ける今だから、子どもの未来を一緒に考える時間」安心は、預金
残高だけでは測れない

　「もし自分がいなくなったら…」支援現場で見えて
きたことや、元不登校・ニートだったお子さんの保護
者の経験を交えながら、将来への備えについて一緒に
考えます。
■日11月28日㈯午後１時30分～４時
■所市民プラザあくろす３階ホール
■内元不登校・ニートだったお子さんの保護者の方との
トークセッション
■演蟇

ひき

田
た

・森（認定NPO法人育て上げネット　子ども
の将来相談窓口「結」の支援スタッフ）
■定40人
■費無料
■申■問11月26日㈭までに保護者セミナー■HPか
ら申し込み、または電話でちょうふ若者サ
ポートステーション☎042－444－7975
 （産業振興課）

A創業経営相談会
■日①11月４日㈬②11日㈬③18日㈬④25日㈬　
■時①午前９時～午後１時②③④午後４時～８時
B採用から退職まで「まるっと労務相談会」
■日11月６日㈮・10日㈫・28日㈯　
■時午前９時～午後４時（正午～１時を除く）
C事業者向け税務相談会　
■日11月10日㈫午後１時～４時
D融資相談会　
■日11月12日㈭午前10時～午後４時（正午～１時を除く）

A～D共に　
相談時間／１人50分　
■定申し込み順A４人B６人C３人D５人　
■費無料
■所■申■問産業労働支援センター■HP、または電話・FAX・
Ｅメールで申し込み

　　その他のお知らせ

■ 人権擁護委員が委嘱されました
　10月１日付けで次の方が委嘱されました。任期は３
年です。（敬称略）
◎小山　敦（再任）
■問市民相談課☎042－481－7032・3

■ 八ケ岳少年自然の家　11月１日㈰から新規予約受付

※連泊時は１泊目の属する月が基準　
■申■問電話で八ケ岳少年自然の家（山梨県北杜市高根町
清里3545－１）☎0551－48－2014（11月10日㈫・11日
㈬を除く午前９時～午後５時）※個人利用のみ八ケ岳
少年自然の家■HPから申し込み可
 （社会教育課）

■ 11月の相談実施日
A女性のための相談
◎女性の生きかた相談
面接相談／
■日11月２日㈪午後４時～７時50分、５日㈭・12日㈭・
13日㈮・19日㈭・26日㈭・27日㈮午前10時～午後３時
50分
電話相談（予約不要）／専用電話☎042－443－1233
■日11月５日㈭・12日㈭・19日㈭・26日㈭午前10時～午
後３時30分（正午～午後１時は除く）
◎女性のための法律相談
■日11月10日㈫・17日㈫午前10時～午後０時15分、24日
㈫午後４時10分～７時
◎働く女性の人生相談
■日11月11日㈬午後４時～７時50分
◎女性のための仕事＆生活サポート相談
■日11月20日㈮午前10時～午後３時50分
◎女性のヘルスケア相談
■日11月25日㈬午後１時55分～４時５分
B男性のための相談
■日11月６日㈮午後５時～７時50分、18日㈬午後４時～
７時50分
C多様な性に関する相談
■日11月21日㈯午後１時～３時50分
A～C共に
■費無料
締め切り／オンラインでの相談は相談日の７日前まで
■他相談日時は変更の場合あり
■申■問専用フォームから申し込み、または電話で多様性
社会・男女共同参画推進課☎042－443－1213※相談当
日は電話での申し込みのみ。Cは正午以降予約可

■ 京王閣競輪開催日
（★本場ナイター開催。無印は場外のみ）
■日10月★20日㈫・★26日㈪・★27日㈫・★28日㈬・31
日㈯、11月１日㈰・２日㈪・３日㈷・５日㈭・６日㈮
・７日㈯・８日㈰・18日㈬・19日㈭・20日㈮・21日㈯
・22日㈰・23日㈷
■問東京都十一市競輪事業組合☎042－489－1311
 （財政課）

� 市HP

■スポーツ協会　
　☎042－481－6221　専用■HPあり
　〒182－0011  深大寺北町２－１－65 総合体育館内

■ 11月の総合体育館

ちょうふ若
者サポート
ステーショ
ンHP

�福祉人材育成センターHP

■産業労働支援センター　専用■HPあり
〒182－0022国領町２－５－15市民プラザあくろす
３階☎042－443－1217■Ｆ042－443－1218　
■Ｅ industry@chofu-across.jp
休館日／第３月曜日（祝日の場合は直後の平日）

区　分 新規予約受け付け分
市内青少年団体（おおむね20歳未
満の方で構成する10人以上の団体） 令和９年５月利用分

市内個人（市内在住・在勤・在学）
※青少年団体以外の団体を含む 令和９年２月利用分

保護者
セミナーHP

専用
フォーム



凡例 ■日⇨日時　■期⇨期間　■時⇨時間　■所⇨会場・場所　■対⇨対象　■内⇨内容　■演⇨講師・出演　■定⇨定員　■費⇨費用　■保⇨保育　■持⇨持ち物　■申⇨申し込み　
■他⇨その他　■問⇨問い合わせ　■HP⇨ホームページ　■Ｅ⇨Ｅメール　■Ｆ⇨ファクス
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■ 第49回秋の住宅デー
■日10月25日㈰午前10時～午後３時　■所市役所前庭
■内住まいの困りごとの無料相談、包丁研ぎ・まな板削
り、工作体験などのイベント
■問東京土建一般労働組合調布支部☎042－484－0505
 （住宅課）

■ 調布ケ丘わくわく広場
　舞台発表やミニコンサートのほか、昔あそびや体験
コーナーなど楽しめる企画も盛りだくさん。手作り豚
汁や福祉施設のお菓子などの販売もあります。
■日10月31日㈯午前10時～午後３時　
■所調布ケ丘地域福祉センター
■問社会福祉協議会☎042－481－7693

■ 古武術で遊ぼう＆まち歩き
■日11月１日㈰午前９時～午後０時30分頃　
■所八雲台小学校体育館とその周辺　
集合時間・場所／午前９時・八雲台小学校体育館　
■対市民（医師から運動制限のない方）。小学生以下は
要保護者同伴　■内古武術から効率的な身体の動かし方
を学ぶ。10時から野川➡逆川➡深大寺を散策（歴史や
地質にスポットを当てた人気まち歩き番組ロケ地のポ
イント巡り。ガイド付き）（現地解散）
■定申し込み順20人　
■費500円（小学生以下無料。別途交通費）　■持上履き
■申■問10月31日㈯午後６時までに電話またはSMSで八雲
台小学校地区協議会・梶井☎080－2242－9749
 （協働推進課）

■ 秋の多摩川クリーン作戦　
■日11月８日㈰午前８時～９時※荒天中止　集合場所／
団体参加：多摩川河川敷の各拠点へ（のぼり旗で表示）
個人参加：京王相模原線鉄橋下の本部　■持動きやすい
服装※軍手とごみ袋などは市で用意　■申当日直接集合
場所へ※初めて参加する団体は要事前申し込み　
■他荒天などにより中止する場合は市■HPでお知らせ　
■問環境政策課☎042－481－7087

■ ちょうふチャリティーウォーク2026
　市内を歩いて回るスタンプラリーです。
参加費の全額が市民活動を資金面で応援す
る助成事業「えんがわファンド」の原資になります。
■日11月８日㈰午前10時～午後４時（受付９時30分～正
午）　■所調布駅前広場　■費大人500円、高校生以下100
円　■申当日直接会場へ　■他小学４年生以下は要保護者
同伴。詳細はチャリティーウォーク■HP参照
■問市民活動支援センター☎042－443－1220
 （社会福祉協議会）

■ レクリエーション講習会コミュニケーショントレーニング　～人がつ
ながる手法　コミュニケーションを再認識～
■日11月12日㈭午後７時～８時30分　
■所教育会館３階　■対高校生以上　
■演髙木　直（東京都レクリエーション協会公認講師）　
■定申し込み順20人　■費無料
■持筆記用具、タオル、動きやすい服装
■申■問11月10日㈫（必着）までに市■HPから申
し込み、または申込書（社会教育課（教育
会館１階）で配布または市■HPから印刷可）
を持参または郵送・FAXで〒182－0026小
島町２－36－１教育会館１階社会教育課
☎042－481－7488■Ｆ042－481－7739

■ 緑ケ丘・仙川地域ふれ愛のつどい
■日11月１日㈰午前10時～午後３時　
■所緑ケ丘地域福祉センター　
■内「ふくらむ想い広がる未来へ」をテーマに、地域の
皆さんの舞台発表、展示、軽食販売、抽選会など　
■問社会福祉協議会☎042－481－7693

■ 第16回祇園精舎の法灯会「芸術の秋　古今の文化に触れる」
■日11月１日㈰午後２時～３時（１時30分開場）　
■所祇園寺本堂（佐須町２－18－１）　■内モンゴル伝統
楽器馬頭琴の演奏と解説　■演ウルグン　■定申し込み順
50人（全席自由）　■費1000円（特別御朱印付）　
■他定員に余裕がある場合は当日先着順で受け付け　
■申■問10月30日㈮までにＥメールまたはFAXで祇園寺・
林田■Ｆ042－484－1900■Ｅgionjitemple@gmail.com
 （産業振興課）

■ 生涯学習サークル体験事業アンサンブル・ボー（女声合唱）
■日①11月４日㈬②18日㈬　■時午前９時40分～正午
■所文化会館たづくり①９階研修室②地下２階第１・２
音楽練習室　■対初心者
■内「少年」「冬の花びら」「アベマリア」「花の街」な
どを練習　■定各日申し込み順５人　■費無料
■申■問①11月２日㈪②13日㈮までに生涯学習情報コーナ
ー☎042－441－6155 （文化生涯学習課）

■ ちょうふ青空マーケット
■日11月７日㈯・８日㈰　■時午前11時～午後４時
■所てつみち（トリエ京王調布Ｃ館北側）　
■内市内事業者による旬の特産品・飲食物・加工品・雑
貨の販売
■問調布市商工会☎042－485－2214 （産業振興課）

■内ごみ収集車の展示・実演、ごみ処理施設の見学、輪投げ、おもちゃの病院、クイズラリー、
　プラスチック容器リサイクル工場のVR体験（体験者には素敵な景品あり）など
■問ふじみ衛生組合☎042－490－5374

　三鷹市・調布市のごみや資源物を処理しているふじみ
衛生組合で「ふじみまつり」を開催します。

第14回

日 11月８日㈰午前10時～午後２時30分※荒天中止
所 ふじみ衛生組合（深大寺東町７－50－30）

三
さん

調
ちょう

めのエントツくんまつり

　資源の有効活用のため、小型家電・リチウムイオン
電池を会場で回収します。対象品や持ち込みの際の注
意事項は、以下とふじみ衛生組合ホームページをご確
認ください。
●家庭用小型家電
　１辺が40cm未満。パソコンは除く。
（例）携帯電話、デジタルカメラ、タブレット端末、
ドライヤーなど。個人情報は削除してお持ちください。
●家庭用リチウムイオン電池（小型充電式電池）
　金属端子部にビニールテープを貼り、絶縁処理をし
てください。
（対象品）モバイルバッテリーなど。破損、液漏れ、
膨張している物も回収します。
■問資源循環推進課☎042－306－8200

使用済み小型家電などの回収
　普段は見られないクリーンプラザふじみ
の工場内部の見学会です。
■時午前10時15分～
　午後１時～（１時間程度。同内容）
■対三鷹市または調布市に在住・在勤・在学
の小学４年生以上
■定各回20人（多数抽選）
■申Ｅメールに希望時間、参加者全員の住所、
氏名（フリガナ）、年齢（学年）、電話番号
を明記し、10月29日㈭までにふじみ衛生組
合■Ｅ fujimi-soumuka@fujimieiseikumiai.jp
■問ふじみ衛生組合☎042－490－5374

■日11月８日㈰午前10時30分～午後３時30分
■所ブランチ調布（深大寺東町７－47－１）
■内マルシェ出店、ワークショップ、和太鼓
などのステージイベント、キッチンカーな
ど
■問合同会社パッチワークス　
■Ｅ info@patchworks.co.jp （企画経営課）

同日開催

vol.6
奥深大寺まちの
ハレの日

スペシャル探検隊（事前申込イベント）

ふじみふじみまつりまつり　

チャリティ
ーウォーク
HP

市HP

ふじみ衛生
組合HP
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★講師や出演者の敬称を省略しています　★金額は税込です　★「全◯回」と表記している事業は全日程参加が原則です
★催しなどは変更または中止となる場合があります。最新情報は市■HPなどで確認してください

■ 地域デビューイベントふらっとのぞいてみよう 
in サークルデビュー調布
　定年退職や子どもの自立などをきっかけに、地域活
動に参加したい方へ、あなたもサークル活動に参加し
て、新たな出会いと可能性を見出しませんか。
■日11月14日㈯午後１時～４時（入退場自由）
■所文化会館たづくり１階むらさきホール
■対市内在住・在勤の方（夫婦、友人、仲間での参加も
大歓迎）
■内サークルの探し方、映像によるサークル活動の紹介、
団体のデモンストレーション、サークル団体ブース開
設など　
■定申し込み順200人　■他詳細は市■HP参照
■申■問専用フォームから申し込み、または電
話・Ｅメールで参加者の氏名、年齢、連絡
先を生涯学習情報コーナー
☎042－441－6155
■Ｅ johokona@city.chofu.lg.jp （文化生涯学習課）

■ 市民プラザあくろす指定管理者自主事業
Ⓐ記憶力や反射速度を維持するための
　脳トレと簡単な運動
■日11月15日㈰午前10時～10時50分
■定申し込み順15人　
■費１人500円
Ⓑパパ、ママと一緒に楽しむ幼児リズム体操
■日11月15日㈰午前11時15分～正午　
■対３～６歳の未就学児（要保護者同伴）　
■定申し込み順12組　
■費子ども１人につき500円　
■保あり（■定申し込み順４人）

ⒶⒷ共に
■所市民プラザあくろす３階ホール　
■演渡辺智典（スポーツリズムトレーニング協会認定イ
ンストラクター）　■持動きやすい服装
■申■問10月21日㈬午前９時～11月14日㈯に専用フォーム
から申し込み、または直接・電話で市民プラザあくろ
す指定管理者☎042－443－1211
 （多様性社会・男女共同参画推進課）

■ 調布市・都立農業高校神代農場　共同イベント　
◎神代農場の豊富な湧水を散策～カブトム
シの幼虫がもらえるよ（希望者）～
■日11月21日㈯午前10時～正午（予定）※小雨決行
■所神代農場（深大寺南町４－16－23）
集合時間・場所／９時50分・神代農場内※車・バイク
での来場不可　■対小学生以上※小学生は要保護者同伴　
■内農場のことや農場内にある湧水について説明をして
もらいながら、実際に農場を一緒に散策　
■演都立農業高校神代農場部　■定25人程度（多数抽選）
■費無料　■持歩きやすい靴・服装、虫よけ、雨具　
■申11月３日㈷までに専用フォームから申し込み
■問環境政策課☎042－481－7086

■ 文化協会実技講座
①生花からドライを楽しむXmasスワッグ
②アートなお正月飾り
■日①11月28日㈯②12月12日㈯　■時午前10時30分～午後
０時30分　■所文化会館たづくり11階1102学習室
■演伊藤泰子（日本フラワーデザイナー協会講師）
■定申し込み順10人　■費2000円　
■持持ち帰り袋、花はさみ
■申■問藤巻☎■Ｆ042－483－9786 （文化生涯学習課）

■ 2026パラスポーツ・ボッチャ交流会 in 調布
■日11月29日㈰午後１時～４時（受付０時45分～）　
■所市民大町スポーツ施設・体育館　
■内ボッチャによる交流試合。優勝、準優勝チームには
東京都市町村ボッチャ大会への出場資格を授与　
■演秋元妙美（交流会審判長）　
■定申し込み順48人（15チーム程度、または個人参加）　
■費無料　■持室内履き
■申■問10月22日㈭午前10時～11月15日㈰に電話で調和SHC
倶楽部事務局☎042－498－8828 （スポーツ振興課）

■ ガーデニング講座
■日①12月５日㈯午前10時～正午
　②同日午後２時～４時
　③令和９年１月30日㈯午前10時～正午
　④２月８日㈪午前10時～正午　
■所①②文化会館たづくり11階第２創作室
　③金子地域福祉センター
　④佐須農

みのり

の家　
■対市民　
■内 ①②クリスマスから新春に楽
しめるビオラを使ったリース
型寄せ植え
　 ③④クリスマスローズを使っ
た春の寄せ植え。寄せ植えの
作り方・手入れ方法も紹介　
■演瀧柳るみ子（㈲グリーンホビー役員）　
■定各回10人（多数抽選）　
■費3000円（材料費）　
■持草花が切れるハサミ、手袋、エプロン、持ち帰り袋　
■他車での来場不可
■申■問専用フォームから申し込み、またはＥメール・は
がきで件名に「ガーデニング講座希望」、本文に住所、
氏名（ふりがな）、生年月日、電話番号、Ｅメールア
ドレス（ある場合）、希望する日時（複数回の場合は
優先順位も）を明記し、11月４日㈬（消印有効）まで
に〒182－8511市役所８階緑と公園課
☎042－481－7083■Ｅmidori@city.chofu.lg.jp

「イベント一覧」ページを開設！

　調布駅前イベント広場で開催さ
れるイベント情報を地域コミュニ
ティサイト「ちょみっと」に掲載
しています。お出かけの際はぜひ
ご覧ください。
■問協働推進課☎042－481－7036

調布駅前イベント広場調布駅前イベント広場

　猿田彦珈琲社長
とサッカー解説者
が人生の転機とな
った「創業」の決
断と挑戦の裏側を
明かします。
■日11月30日㈪午後
６時30分～８時30分
■所文化会館たづくり８階映像シアター
■内人生の転機を、次の挑戦へ。創業という道を選
んだ二人の決断の瞬間、挑戦の裏側・苦労、そし
て現在地から未来まで２人の本音に迫る
■演大塚朝之（猿田彦珈琲代表取締役）
　林　陵平（サッカー解説者）　
　司会進行： 角　杉信（調布市経営アドバイザー）
■定申し込み順100人　■費無料
■申市■HPの専用フォームから申し込み
■問産業労働支援センター
　☎042－443－1217

イベント情報

味の素スタジアム
京王アリーナTOKYO

詳細は
ココから！

各イベントの詳細などは主催者へ要問い合わせ

専用
フォーム・
市HP

Ⓐ専用
フォーム

Ⓑ専用
フォーム

市HP

専用フォーム

掲載申し込み／（特非）調布市地域情
報化コンソーシアム（クリック）（広告
代理店）☎050－3748－0006
■Ｅshihou@chofu.com　広告料／通
常広告：１枠３万円（前払。デザイン
・版の制作費・消費税広告主負担）
※広告料収入は市報ちょう
ふの印刷製本費用の一部に
充当しています（広報課）

申し込み・詳細はこちら▶

ちょみっと
HP

セカンドキャリアかく語りき
特別
対談

専用
フォーム
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●調布市LINE公式アカウントで情報発信中
　皆さんにイベントに関する情報や防災・災害情報などの市政情報を届けるため、LINEの配信を行っています。
　調布市と友だちになろう／右のQRコードを読み取るか、ホーム画面の検索バーで「調布市」と検索し、友だちに追加　■問広報課☎042－481－7301

調布市
LINE公式
アカウント

■ 深大寺本堂特別拝観「深大寺村名主富澤松之助翁～没後100年記念～」
　深大寺本尊宝冠阿弥陀如来坐像を公開するととも
に、深大寺用水の開削に尽力し村を救った、今年没後
100年を迎える深大寺村名主富澤松之助の功績を顕彰
します。
■期11月２日㈪～６日㈮　
■時午後１時～４時
■所深大寺本堂　■費500円
■他法要などにより公開時間変更の場合あり
■問深大寺☎042－486－5511 （郷土博物館）

●常設展示「調布の歴史」
●次回展示予告　企画展
　「あの頃の調布駅前～風景散歩～」
　調布駅前広場の完成を記念し、調布駅
前・駅周辺の風景写真や模型、商店ゆかり
の品などから、時代とともに変化してきた調布駅前の
様子と、そこに刻まれた地域の記憶をたどります。
■期11月７日㈯～12月６日㈰

◎展示解説
■日11月14日㈯午前10時～、12月５日㈯午後２時～
（各日同内容。30分程度）
■申当日直接会場へ
●ギャラリー展「まちの『たからもの』大集合！～集
まる・出会う・明日へつなぐ～」
■期11月23日㈷まで

●文化財講演会
 「縄文の華～下布田遺跡の土製耳飾りとその系譜～」
　重要文化財の土製耳飾りを中心に、縄文晩期の華で
ある、透かし彫りの土製耳飾りの地域的な広がりとそ
の背景について講演をします。

■日11月23日㈷午後２時～４時
■所教育会館３階301研修室
■演角田祥子（千葉市立加曽利貝塚博物館学
芸員）　
■定申し込み順50人　
■申10月21日㈬から専用フォームから申し込み
●地域文化講演会「東京西部の名建築」
　調布をはじめとする東京西部に現存する名建築や、
今はない失われた名建築をとりあげ、見どころを分か
りやすく紹介します。

■日11月29日㈰午前10時～11時30分（９時30分開場）
■所文化会館たづくり８階映像シアター
■演米山　勇（東京都江戸東京博物館研究員）
■定申し込み順80人
■申10月21日㈬～11月27日㈮に、直接または電話で郷土
博物館

●展示室休室
■期10月23日㈮まで
■他閲覧室、実篤公園は通常通り利用可
●秋の特別展「画家・河野通

みち

勢
せい

　生涯と代表作」
　リアルで繊細な表現と物語性のあるイマジネーショ
ンが融合する画風を確立した河野通勢を特集します。
■期10月24日㈯
～12月６日㈰

◎展示解説
■日10月30日㈮午後１時30分から45分間程度
■申当日直接会場へ
●閲覧室休室
■日10月28日㈬・29日㈭、11月５日㈭
●秋のミニコンサート
　美術品に囲まれた館内で桐朋学園大学音楽学部学生
によるホルンの四重奏を行います。
■日10月25日㈰午後１時30分～（40分間程度）
■定椅子席は30人程度（立見自由）
■費無料（入場料のみ）
■他当日午後０時30分から椅子席の整理券を配布

●講演会「河野父子ものがたり　次郎と通勢」
　河野通勢の画業に大きな影響を与えた父・次郎にも
注目し、画人父子それぞれの活動を追います。
■日11月22日㈰午後２時～３時30分
■所東部公民館
■演江尻　潔（足利市立美術館学芸員）
■定30人（多数抽選）
■申11月８日㈰午後５時までに実篤記念館■HP
の専用フォームから申し込み、または電話
で実篤記念館

●10・11月の休館日
中央図書館／10月26日㈪・27日㈫、11月16日㈪・17日
㈫
分館／10月26日㈪・27日㈫、11月２日㈪・９日㈪・16
日㈪・17日㈫・24日㈫・30日㈪
●展示
 「日本国憲法公布80年」
　憲法公布までの流れや、
憲法について知ることが
できる資料を集めて展示
しています。
■期11月15日㈰まで

●読み聞かせ交流会
■日11月21日㈯午前10時～11時30分（９時45分開場）
■所文化会館たづくり10階1001学習室
■対市内の施設・団体で子どもへの読み聞かせの活動を
している方、市内在住・在勤・在学の方　
■定申し込み順40人
■申10月21日㈬から専用フォームから申し込
み、または電話・中央図書館カウンターで
受け付け（午前９時～午後５時）
●図書館利用者懇談会「カードゲームではじめる終活
～未来の自分や大切な人のための準備を図書館で～」
■日①11月21日㈯②26日㈭　■時午後２時～４時
■所①文化会館たづくり10階1002学習室
　②市民プラザあくろす３階研修室２
■定申し込み順①20人②10人
■申①11月14日㈯②19日㈭までに市内各図書館窓口また
は図書館■HPから申し込み

共 催 事 業
●公開読書会「もう一度読む子どもの本読書会」
　市内各地で毎月活動している読書会の中から今回は
「もう一度読む子どもの本読書会」を公開します。
■日11月28日㈯午前10時～正午
■所文化会館たづくり６階601会議室
■内「100万回生きたねこ」佐野洋子
■定申し込み順５人
■申10月21日㈬午前９時から直接または電話で図書館読
書推進室、アカデミー愛とぴあ（文化会館たづくり10
階）☎042－441－6328（午前９時～午後４時）

調布駅南側から北側を望む（昭和30年代後半）

専用
フォーム

京王閣（昭和初期）

河野通勢「風景」
1916年４月　油彩

実篤記念館
HP

専用
フォーム

郷土博物館
HP

開館時間／午前９時～午後４時　入場料／無料
休館日／月曜日（祝日の場合は直後の平日）

郷土博物館
〒182－0026　小島町３－26－２

☎042－481－7656　■Ｆ042－481－7655

武者小路実篤記念館
〒182－0003　若葉町１－８－30　専用　あり
☎03－3326－0648　■Ｆ03－3326－1330

■HP

開館時間／午前９時～午後５時
入場料／大人200円、小・中学生100円、市内在住の65歳以上無料

休館日／月曜日（祝日の場合は直後の平日）

図書館
中央図書館　〒182－0026　小島町２－33－１
　　　　　　文化会館たづくり１・４・５・６階　
　専用　あり　☎042－441－6181　■Ｆ042－441－6183■HP
開館時間／中央図書館：午前９時～午後８時30分
　　　　　　　　　（視聴覚資料室は５時まで）
　　　　　分　館：午前９時～午後５時
　　　　　　　　　（４～９月の水・金曜日は６時まで）



 No.1827　令和8年（2026年）10月20日　市報  ちょうふ　【13】

●文化会館たづくり11月の休館日
■日11月16日㈪・17日㈫　■問（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団☎042－441－6111　（文化生涯学習課）

●シルバー教室
「美文字・美姿勢～シニアの暮らしを整える」
■日Ⓐ11月12日㈭午後２時～４時
　Ⓑ20日㈮午前10時～正午
■対60歳以上
■内 Ⓐ美文字：10Ｂの鉛筆を使い、楷書と行書で氏名を
書く

　Ⓑ美姿勢：ヨガのポーズで美姿勢体験
■演Ⓐ三ッ矢利

り

津
つ

（ペン字講師）
　Ⓑ朝日明美（ヨガ・ピラティス講師）
■定各回申し込み順14人
■費Ⓐ200円（材料費）
■持Ⓐ筆記用具
　Ⓑバスタオルまたはヨガマット、タオル
■申10月21日㈬午前10時から受け付け
●地域連携事業・シニア向け「スマホのプチお悩み相
談～中高生がわかる範囲でお助けします」
■日11月13日㈮午後３時45分～４時45分
■対60歳以上の市民
■演桐朋女子中・高等学校ボランティアグループ「空」
■定申し込み順６人
■持スマートフォン、質問メモ
■申10月21日㈬午前10時から受け付け
●共催事業「日本史を学ぶ会」公開講座
■日11月19日㈭午後２時～４時
■内近世最初の「寛永の大飢饉」をどのように乗り越え
たのか
■演根岸茂夫（國學院大學名誉教授）
■定申し込み順20人
■申10月21日㈬午前10時から受け付け

●芸術鑑賞講座「私のルーヴル体験＆パリ・小さな美
術館めぐりの楽しみ」
　講師が制作に関わったNHKの美術番組「ルーヴル美
術館シリーズ」（1982年）。この経験から得た美術館の
魅力や、パリにある講師おすすめの小さな美術館を、
多彩な画像を見ながら解説します。
■日11月21日㈯・22日㈰・29日㈰　
■時午後２時～４時　
■対一般　
■演斎藤陽一（美術ジャーナリスト）　
■定申し込み順40人　
■申10月21日㈬午前９時から受け付け
●文化教室「伝統工芸を体験しよう！楽しい七宝焼ア
クセサリー作り」
■日11月28日㈯午前10時～午
後０時30分　
■対小学生以上（小学１・２
年生は要保護者同伴）　
■内指輪、イヤリング、ブロ
ーチ、ペンダント、キーホ
ルダー、ネクタイピンの中から好きなものを１つ　
■演荒谷淳子（七宝焼講師）
■定12人（保護者は人数に含めない。多数抽選）　
■費1500円（材料費。当日持参）
■保１歳６カ月～就学前（■定５人　保育オリエンテーシ
ョン：11月28日㈯午前９時30分～親子で要出席　保育
締め切り：11月12日㈭（必着））　
■持ピンセット（できれば内側がギザギザの物）、ティ
ッシュ
■申往復はがきまたはＥメール（■Ｅhokubuk@city.chofu.
lg.jp）に、住所、氏名（ふりがな）、学生は学年、電
話番号、保育希望の場合は子どもの氏名（ふりがな）、
月齢、性別を明記し、11月16日㈪（必着）までに「七
宝焼」係

●西部共育講座
◎空き家が新しくみんなの居場所に…
　「トビバコ」の活動を体験しよう
■日11月８日㈰午後１時～３時
■所西部児童館遊戯室　■内ワークショップ体
験（有料）①携帯ストラップ作り②シール作り③木の
実や落ち葉のアート作品づくりほか　
■費200～500円（材料費）　■申当日直接会場へ
■他ワークショップは材料が無くなり次第終了。詳細は
市■HP参照
◎誰もが自分らしく生きられる未来のため
に～ハンセン病問題を学ぶ～（全２回）
■日①11月25日㈬②12月２日㈬
■時①正午～午後５時（予定）
　②午後２時～４時
集合時間・場所／①正午・文化会館たづくり北側入口
■内①国立ハンセン病資料館見学②講話「ハンセン病の
歴史とともに生きて…元ハンセン病患者の家族の話」
■演②家族原告番号75番（ハンセン病家族訴訟原告団）
■定30人（多数抽選）
■申10月31日㈯午後５時までに直接または電話、専用フ
ォームから申し込み
●環境講座Ⅱ「気候科学者江守正多さんに聞く！地球
温暖化のウソ？ホント！？」（保育付き講座）
■日11月21日㈯午前10時～正午
■内●気候の変化と自然災害・巷の噂、ウソ？ホント！？
　●温暖化は止められるの？
　●スズメが絶滅危惧種に！？　ほか
■演江守正多（東京大学未来ビジョン研究センター教授）
■定申し込み順30人
■保１歳６カ月～就学前（■定４人　保育オリエンテーシ
ョン：11月14日㈯午前10時～１時間程度。親子で要出
席）
■申10月21日㈬午前９時から受け付け

本欄は市民同士の交流を目的としています。掲載内容の確認や入会申込などは、直接問い合わせ先へ連絡してください。掲載を希望
する方は、掲載基準を確認の上お申し込みください。掲載基準を満たさない場合や申し込みが多い場合、掲載できないことがありま
す。掲載内容の責任は主催者が負います。 （広報課）市民の広場

～（０時30分開場）■所文化会館たづくり８階■費1000円（機
材費、施設等使用料）■問調布シネマクラブ■Ｅchofucinemac
lub@gmail.com※講師：はらだたけひで（元岩浪ホール社
員）
■ボーン発達障害講座Vol.８「知的障害・発達障害のある
人の地域生活」■日11月３日㈷午前10時～11時30分■所文化会
館たづくり10階■費500円（資料代）■問坊野☎090－2174－
0187※講師：洗足こども短期大学教授
■気功体験会■日①11月３日㈷②10日㈫午前10時～正午■所文
化会館たづくり①10階②６階■費無料■問丸澤☎080－1254－

2295※音楽に合わせてゆったりと体を動かします。気功と
呼吸法で血流と免疫力を高めます
■脳トレ倶楽部「大人の女学校」■日11月３日㈷午後２時30
分～３時30分■所文化会館たづくり３階■費1200円（材料費、
資料・茶菓代、施設等使用料）■問鈴木☎080－8146－1885
※楽しく脳トレゲームで遊びます。女性のみ
■第47回　調書展■日令和９年１月21日㈭～24日㈰午前10時
～午後６時（最終日４時まで）■所文化会館たづくり２階
■費無料■問小森☎042－488－3676※出品希望者へは要項を送
ります

催　　し

会
員
募
集

サ ー ク ル 名 活 動 日 時 活 動 場 所 入会金 会 費 問い合わせ 備 考
日曜碁楽会 毎週日曜日午後１時～４時30分 文化会館たづくり 1000円 月2000円 小野☎042-484-1989 楽しんで脳トレ。初心者・若人・女性歓迎
草の花俳句会 第１木曜日午後１時～４時30分 文化会館たづくり ナシ １回1500円 三

み

谷
たに

☎042-371-1034 市内在住の主宰が直接指導
カラオケ「希朋」 月１回月曜日午前10時～正午 文化会館たづくり ナシ 月2300円 石原☎090-5405-8605 75歳以上の女性の方々を募集
小倉百人一首を楽しむ会 第２・４水曜日午後１時30分～（２時間程度）西部公民館 ナシ 年1500円 稲

いな

留
とめ

☎090-2208-8838
楽しみながらのカルタの会です。初心者・
興味・関心のある方お気軽にご参加下さい。

■講座「女性の視点」で考える防災・減災■日10月24日㈯午前
10時～正午■所教育会館２階■費無料■問水谷☎090－2303－1424
■エジプト講座「ナイル川の恵みと多層的な文明が息づく
エジプト」■日10月31日㈯、11月29日㈰午後２時～４時■所文
化会館たづくり８階■費1000円（資料代。学生無料）■問山田
☎042－488－0741※講師：マリーナ・バハー・ハビーブ
■第21回調布市民映画塾『岩波ホールという伝説～放浪の
画家「ピロスマニ」』上映会＆講演会■日11月１日㈰午後１時

東部公民館
〒182－0003　若葉町１－29－21
☎03－3309－4505　■Ｆ03－3305－3456

●月曜日休館　●申し込み／電話または来館で
●費用／記載のない場合は無料

市HP

専用
フォーム

西部公民館
〒182－0035　上石原３－21－６

☎042－484－2531　■Ｆ042－484－3704

北部公民館
〒182－0014　柴崎2－5－18

☎042－488－2698　■Ｆ042－488－2787
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市報の配布を
中止したい方はこちら

配布が必要ない場合は、左のQRコードから連絡または
市報ちょうふ配布コールセンター（配布受託業者㈱小平広告）☎042－300－3131へ

市報ちょうふは、
市■HPでもご覧いただけます

■所■問東部公民館☎03－3309－4505
展　示

■内書道、ペン習字、絵画、絵手紙、写真、生け花、
エッセイ、ゼンタングル、ダーニング、折り紙、
革工芸、エスペラント語、学習発表、活動紹介、
連携学校の作品（小・中学校、高校）、地域施設
紹介ほか　

催し・発表
◆は10月21日㈬午前９時から電話または直接申し
込み

10月31日㈯
●オープニング・イベント　
■時午後１時30分～３時　
■内合唱（神代高等学校音楽部）、ダンス（調布第
八中学校ダンス部）、マジック（入間福寿会）

11月１日㈰
●公開学習会「身近なくらしに役立つ、AIはみん
なのアシスタント」■要申 要

■時午前10時～11時30分 ■定申し込み順30人
●百人一首カルタ取り体験会
■時午後１時30分～４時

11月３日㈷
◆ゼンタングルワークショップ
　～キーホルダー作り～■要申
■時午前10時～正午　■定申し込み順８人　■費500円
◆ペン字体験「来年の年賀状づくり」■要申
■時午後１時30分～３時　■定申し込み順８人　

11月４日㈬
●お抹茶席（裏千家・立礼式）　■時午前10時30分
～午後３時　■定当日先着50席　■費500円
●秋のスペシャルおはなし会　
■時午後３時～３時30分　■所図書館若葉分館
■対３歳～小学生　■定当日先着20人　

11月５日㈭
●ちょこポンdeケージョを作ろう■要申
■時午前10時～11時30分　■定申し込み順８人　■費500円

11月６日㈮
◆レザー小物作り体験「キーチェーン」■要申
■時午前11時～正午　■定申し込み順６人　■費700円
◆もしバナゲーム■要申
■時午後２時～３時30分　■定申し込み順８人

11月７日㈯
◆折り紙体験「折り紙のクリスマスツリー」■要申
■時午後２時～３時30分　■定申し込み順８人

11月８日㈰・フィナーレ
●朗読 ■時午後１時15分～１時55分
●ポップス・ゴスペル歌唱　■時午後２時～２時20分
●オカリナ合奏　■時午後２時25分～２時45分
●合唱 ■時午後２時50分～３時20分
●グランドフィナーレ「みんなで歌いましょう」
■時午後３時20分～３時30分販

販　売
●コーヒー・紅茶、クッキー　■日期間中の火・金
・土・日曜日　■時午前11時～午後３時（10月31日
㈯、11月１日㈰・３日㈷は４時30分まで）
●木島平村マルシェ　
■日10月31日㈯午後１時～３時30分
●希望の家　小物販売
■日10月31日㈯午後１時～３時30分

期間中
●動画上映
●来場記念スタンプラリー
●さがし絵＆まちがい探し

■所■問西部公民館☎042－484－2531
展　示

■内デッサン画、水彩画、水墨画、書道、短歌、手
編み作品、革工芸品、生け花、学習の紹介、市内
中学・高等学校美術部作品、保育園園児作品、地
域の活動紹介

催し・発表
10月31日㈯

●料理発表（食券販売）
■時午前10時30分～売切次第終了　■費700円
●クラフト体験■要申 ■時午後１時～３時　
■定15人（多数抽選）　■費500円
●みんなで折り紙 ■時午後２時～４時

11月１日㈰
●料理発表（食券販売）
■時午前10時30分～売切次第終了　■費500円・800円
●くつろぎコンサート ■時午後１時～５時
●囲碁体験 ■時午後１時30分～４時

11月３日㈷
●健康太極拳体験 ■時午前９時30分～正午
●料理体験■要申 ■時午前９時30分～午後０時30分
■定申し込み順９人
●英会話体験　■時午前10時～正午　
●お茶会体験（表千家）
■時午前10時～午後３時20分　■費500円
●社交ダンス体験　■時午後１時30分～３時30分
●健康体操体験　■時午後１時30分～３時

11月４日㈬
●大正琴体験　■時午前10時～正午
●箏体験　■時午後１時～３時

11月５日㈭
●デッサン画体験　■時午前10時～正午
●シャンソン体験　■時午後１時30分～３時30分

11月６日㈮
●ストレッチ体験 ■時午前10時～11時
●ドキュメンタリー映画鑑賞 ■時午後１時～４時

11月７日㈯
●電車好きあつまれ！ ■時午前10時～正午
●料理体験■要申 ■時午前10時～午後０時30分　
■定８人（多数抽選）　■費1300円
●朗読体験　■時午前11時～正午
●百人一首カルタ体験　■時午後１時～４時
●ヨガ体験　■時午後２時～３時30分※女性限定

11月８日㈰
●エアロビクス体験
■時午前９時30分～11時※女性限定
●和太鼓体験　■時午前10時～11時30分
●料理発表（食券販売）
■時午前10時30分～売切次第終了　■費800円
●コラージュアート体験　■時午後１時～３時
●ボッチャ体験＆地域の居場所「トビバコ」の
活動体験　■時午後１時～３時

販　売
●「新鮮屋」出張販売
■日11月１日㈰　■時午後０時30分～売切次第終了
●「すまいる」焼菓子
■日期間中毎日（売切次第終了）

期間中
●ベジメータ®を設置（野菜摂取量をチェック）
■時午前９時30分～５時

東部 地域文化祭西部 地域文化祭 北部 地域文化祭
■所■問北部公民館☎042－488－2698

展　示
■内陶芸、絵画、絵手紙、折り紙、書道、生け花、
近隣中学校生と保育園園児の作品、上ノ原地区と
深大寺通り商店会の活動展示、神代中学校OB高
校生の木造彫刻、子ども陶芸教室作品、北部公民
館大かるたほか

催し・発表
10月31日㈯

●チアダンスオープニングセレモニー
■時午前９時45分～10時
●調布産ラベンダーサシェ（香り袋）作り
■時午前10時～午後３時　■定当日先着60人
●朗読公演　■時午前10時30分～午後１時

11月１日㈰
●ドラム演奏　■時午前10時～正午
●ゴスペルコーラス　■時午後２時30分～３時30分

11月３日㈷
●北の杜わくわくまつり
●スタンプラリー
●射的コーナー　■時午前10時～午後２時30分　
●ディスゲッターナイン
■時午前10時～午後２時30分
●ドキドキ子どもお茶席
■時①午前10時30分～②11時30分～③午後０時30分
～④大人の会１時30分～（300円）　■定各回15人
■申午前10時から各回の整理券を受付テントで配付
●十王坂の審理カードゲーム大会
■時午後１時30分～２時30分
●プラネタリウムと天体・星景写真展示
■時午前10時～正午

11月４日㈬
●折り紙体験～ひつじを作ろう■要申
■時午前10時～正午　■定申し込み順10人

11月５日㈭
●絵本と本の展示とおはなし会
■時午前10時～午後４時　
●おはなし会　
■時午前11時～11時30分、午後３時～３時30分
●コーラス　■時午後１時30分～２時30分

11月６日㈮
●筋肉体操、ストレッチの実習
■時午前10時～11時30分
●ウクレレ演奏　■時午前11時～正午
●絵画体験～色鉛筆・水彩・パステル等で「秋」
（花、樹、風景など）を描く■要申
■時午後１時～３時　■定申し込み順６人
●ウクレレ演奏　■時午後２時～３時

11月７日㈯
●ものづくり体験！ガラスのミニリース作り■要申
■時午前10時30分～11時30分、午後１時～２時
■定各回申し込み順15人

11月８日㈰
●演劇発表「上ノ原ものがたり」
■時午前10時30分～11時30分
●コーラス　■時午後１時～２時

販　売
●地元野菜販売
■日10月31日㈯ ■時午前10時～売切次第終了

地 域 文 化 祭地 域 文 化 祭 ■期10月31日㈯～11月８日㈰※11月２日㈪は休館
■時午前９時～午後５時（最終日は３時まで。東部公民館は３時30分）　■費無料※一部有料　
■申当日直接会場へ※申し込みが必要な場合■要申と記載。詳細は各公民館へ



1111月の休日診療当番医月の休日診療当番医 ■問健康推進課
　☎042－441－6100

日程 医療機関名・診療科目 電話番号 所　在　地

１日㈰

イカリクリニック（胃腸、外、内） 03－3789－8200 入間町３－９－23
保健センター（小） 042－441－6110 小島町２－33－１文化会館たづくり西館
くろかわクリニック（内） 042－444－4880 国領町５－70－２サン・ルーシー２階
やなぎえデンタルクリニック（歯） 03－3308－6602 仙川町１－９－７マンションヴィック１－101

３日㈷

鵜戸西クリニック（外、内、泌尿器） 042－482－8658 深大寺元町４－31－２
保健センター（小） 042－441－6110 小島町２－33－１文化会館たづくり西館
辻医院（内） 042－482－2891 下石原３－60－４
矢野歯科医院（歯） 042－488－3351 布田２－21－３司ハイツ201

８日㈰

きしおか眼科（眼） 03－5314－3626 仙川町１－19－23エトワール仙川102
保健センター（小） 042－441－6110 小島町２－33－１文化会館たづくり西館
大枝医院（内、循環器内、老年内、老年精神） 042－484－5065 布田６－25－２
マーレデンタルクリニック（歯） 042－444－4663 布田４－23－２カンパニュラ108

15日㈰

小川耳鼻咽喉科クリニック（耳鼻咽） 042－498－3341 菊野台１－54－５
柴崎ファミリークリニック（内、小） 042－440－3545 菊野台２－23－５サニーアイランドビル３階
おぎもと内科クリニック（内、小） 042－489－6658 国領町２－13－８
竹内歯科医院（歯） 042－486－0381 佐須町２－17－１

22日㈰

飛田給プライマリクリニック（形成外、内、整形外） 042－444－1715 飛田給１－11－１－１階
保健センター（小） 042－441－6110 小島町２－33－１文化会館たづくり西館
ひらいクリニック（内、リウマチ） 042－426－4525 布田５－25－１アブニール調布１階
横山歯科医院（歯） 042－483－9910 柴崎２－37－18

23日㈷

川端皮膚科クリニック（皮） 03－3308－2286 仙川町１－13－16しみず屋ビル２階
保健センター（小） 042－441－6110 小島町２－33－１文化会館たづくり西館
せたがや仙川クリニック（内、糖尿病内、神経内、老年内、アレルギー） 03－3305－3400 仙川町２－21－13仙川ビルＢ館３階 
小原歯科医院（歯） 042－487－0648 布田１－16－１

29日㈰

えぎ眼科クリニック（眼） 042－486－6286 西つつじケ丘３－30－６
コクティやまうち内科・神経内科（内、神経内、小） 042－488－7651 国領町２－５－15コクティー２階
にわファミリークリニック（内） 042－443－1120 西つつじケ丘４－23－58－101
森歯科医院（歯） 03－3308－2251 仙川町３－２－２丸商ビル１階
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●市政へのご意見やアイデアをお寄せください ■Ｅsoudan2@city.chofu.lg.jp■Ｆ042－441－1199　　　（市民相談課）
●QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

※ 診療状況によって、診療・受付時間
が変更になることがあります。必ず
各医療機関に電話で確認してから、
お出掛けください

診療時間／午前９時～正午　午後１時～５時

予約 名称 主な相談内容 相談員 日 程 時間・定員

要
予
約
※
１

法律 離婚、相続、契約、金銭貸借 弁護士
毎月第２土曜日　※４ 午前９時～午後１時　■定16人

毎週火・金曜日（閉庁日に該当する場合はなし） 午後１時～５時　■定16人
(第２土前日の金曜日は８人)

税務 所得税、相続税、贈与税、事業税、市民税、法人税 税理士 毎月第１月・第２木・第３金曜日
（閉庁日に該当する場合は翌週の該当曜日） 午後１時～５時　■定８人

登記 土地・建物の売買・贈与・相続、会社の設立・役員変
更 司法書士 毎月第１・３金曜日（閉庁日に該当する場合はな

し）※登記申請書や添付書類の作成・確認はなし

午後１時～４時　■定６人

相続等の
書類作成

相続時の提出書類（遺言書、遺産分割協議書など）の
作成方法 行政書士 毎月第２・４火曜日

（閉庁日に該当する場合はなし）
年金・
社会保険 年金、高額療養費、雇用保険、解雇 社会保険労務士 毎月第１木曜日

(閉庁日に該当する場合は翌週の該当曜日)
不動産取引 土地・建物の売買、アパートの賃貸借契約 宅地建物取引士 毎週金曜日（閉庁日に該当する場合はなし）
土地家屋
調査測量 土地・建物の調査測量、表示登記 土地家屋調査士 毎月第３金曜日

(閉庁日に該当する場合は翌週の該当曜日)

交通事故 示談の方法、損害賠償、慰謝料、保険金 専門相談員 毎月第１・２・４・５水曜日
（閉庁日に該当する場合はなし） 午後１時～４時　■定４人

弁護士 毎月第３水曜日（閉庁日に該当する場合はなし） 午後１時～３時30分　■定３人

総合相談日 法律、税務、登記、不動産取引、土地家屋調査測量 有資格者 毎月第３金曜日 午後１時～４時（法律相談・
税務相談は午後５時まで）

※
２

要
予
約

心 人間関係や生き方など心の悩み 公認心理師 11月の相談はありません
専門相談員 12日㈭・19日㈭・26日㈭ 午後１時～４時　■定３人

※
３
当
日
受
付

人権身の上 日常生活での人権侵害問題 人権擁護委員 25日㈬
午後１時～４時市政・行政 市の業務全般及び官公署などへの意見、要望 行政相談委員 11日㈬

家庭 夫婦・親子などの家庭生活の問題 専門相談員 ９日㈪
※１　相談日の４週間前の午前９時からオンライン・電話・窓口で受付
※２　相談日の１週間前（祝・休日の場合はその直前の開庁日）から電話・窓口で受付（予約開始時間／窓口は午前８時30分～、電話は９時～）
※３　相談日当日に電話・窓口で受付（受付時間／窓口は午前８時30分～午後３時、電話は午前９時～午後３時）
※４　市役所２階正面玄関と市民ロビーの出入口の開場時間は午後０時30分までとなります。受付に遅れてしまう場合は、必ず市民相談課まで御連絡ください
※体調不良などにより予約した相談をキャンセルする場合は事前に要連絡。無断キャンセルをした場合、次回の専門相談の利用不可となる場合あり
■費無料　■所■問市民相談課（市役所２階）☎042－481－7032

世
帯
数

人
　
口

日本人 外国人 総　数 日本人
男

外国人

女
計

総　数
114,321
121,495
235,816

3,340
3,287
6,627

117,661（ 6増）
124,782（78減）
242,443（72減）

123,941 4,090 128,031（14減）
調布市の世帯数と人口
令和８年10月１日現在
（　）は対前月比

各種相談窓口はこちら 調布市LINE公式アカウントに
友だち登録してから調べる 市HPから調べる

11月の相談案内 専門相談オンライン予約

休日夜間急患診療所　☎042－484－1455
■日土・日曜日、祝・休日、年末年始　午後７時～10時（受付は９時45分まで）　
■所調布市医療ステーション１階（小島町３－68－10）
■内内科小児科系※日によって担当医師の専門分野が異なりますので、
必ず電話連絡の上、お越しください

■日月～金曜日（祝・休日、年末年始、病院が指定した日を除く）午後７時～10時
（受付は９時30分まで）　
■所東京慈恵会医科大学西部医療センター　■内小児科　
※必ず電話連絡の上、お越しください

小児初期救急平日準夜間診療　☎03－3488－2061

救急医療機関案内（24時間）
救急相談センター☎♯7119
　※ダイヤル回線からは
　☎042－521－2323
東京都医療機関案内サービス
“ひまわり”☎03－5272－0303
■HP医療情報ネット（ナビイ）

医療情報ネット（ナビイ）HP

市 内 救 急 病 院
調布病院　下石原３－45－１
　☎042－484－2626
北多摩病院　調布ケ丘４－１－１
　☎042－486－8111
調布東山病院　小島町２－32－17
　☎042－481－5511
※当日の診療科目を事前に電話で
　ご確認ください

　休日診療は急病患者のた
めの診療です。医療機関は
変更となる場合があります
ので、最新の情報は市■HPを
参照してください。
　発熱患者を診療していない医療機関
もあります。

市HP



【16】　市報  ちょうふ　令和8年（2026年）10月20日　No.1827

市報ちょうふへの感想・要望をぜひお寄せください。
回答は右の専用フォームから▶

市報ちょうふ
読者アンケート

第54回調布市調布市環境フェア環境フェア
■問環境政策課☎042－481－7086

調布市地球温暖化対策
啓発キャラクター　ゴヤたん

日 10月24日㈯午前10時～午後３時※荒天中止
所調布駅前イベント広場、トリエ京王調布Ｂ館北側・南側道路
■他車・オートバイでの来場不可。会場に専用駐輪場はありません

　景品が当たるキーワードラリーやゲーム体験など盛りだくさん。また、若者への環境イ
ンタビューや笑いありの環境シャンソンなどのステージイベントも行います。

調布市社会福祉法人
地域公益活動連絡会
調布市消費生活センター

食品ロスを減らすためのフードドライブ

都立神代植物公園
植物多様性センター

どんぐりの仲間など、たくさんの木の実に触れる体験
だれでも参加できる植物クイズ

多摩川自然情報館 身近な野生生物「タヌキ」をテーマにした体験型のプログ
ラム（景品あり）

（一社）生物多様性保全協会 生物多様性や自然共生社会に関する展示、ミニ自然観察会

気候YOUTH会議
端切れを使ったオリジナルリース作り
環境クイズを解いてゴヤたんを助けよう
（グッズのプレゼントあり）

㈱ディ．エス．エス 石綿（アスベスト）の顕微鏡観察方法の紹介
子ども向け観察体験

東京ガスライフバル調布狛江 太陽光発電設備を設置した際の光熱費シミュレーション

東京ガス㈱東京西支店
子ども向け体験ゲーム「いめたんアクションゲーム」
パネル展示
環境に関するアンケート

都立農業高等学校 神代農場部活動内容のパネル展示

調布市ゼロカーボンプレイス 調布の未来を楽しく描くオリジナルカード作り

東京外国語大学 TReND X-Lab
ゲーミフィケーションユニット

ゲームで学ぶ親子向け体験型イベント～魔王に支配された
まちの未来を、みんなの力で取り戻せ！～

（一社）えねこや 断熱ボックスでエネルギーの漏れを体験、家電の消費電力
比べ、ボードゲーム「地球を救う作戦会議」ほか

ちょうふ環境市民会議 市内の雑木林で作業した廃材による丸太切りタイムトライ
アル、活動内容の展示

調布水辺の楽
がっ

校
こう 多摩川に生息する魚や野鳥の写真の展示

野鳥観察用のフィールドスコープ体験

パナソニック
エレクトリック㈱ 手回し発電によるソーラートレイン走行体験

関口十一畳店 畳と環境についての展示
古ゴザの配布、ゴザの端切れを利用したコースター作り

（一社）調布未来の
エネルギー協議会 木製チップのキーホルダー作り

TOKYO SOCIAL 
COLLABORATION（FC東京） 環境クイズや親子向けの環境ワークショップ

オール東京62 
市区町村共同事業
「みどり東京・温暖化防止プロ
ジェクト」

都内市区町村の環境取組紹介
東京の地図パズルや間伐材のワークショップ

調布市シルバー人材センター 刃物研ぎ・リサイクル自転車販売（台数限定）、自転車の簡
易点検（無料）

里山プロジェクト 深大寺・佐須地域でとれた野菜ガチャ
里山プロジェクトの活動の紹介

環境政策課　※本部 総合案内、キーワードラリー回答者へ景品配布（深大寺・
佐須地域で地元農家さんが育てた農作物などをプレゼント）

下水道課 下水道に関する資料などの展示・啓発物の配布

資源循環推進課 粗大ごみリユース品の展示・販売、小型充電式電池・古着・
おもちゃ・ぬいぐるみの回収、モノの図書館の活動紹介

企画経営課 調布のまちづくりについての意見募集とおたのしみブース

緑と公園課 調布駅前おもてなしガーデンのお披露目（午前中）

※出展内容や配布物品などは、変更の場合あり
※ キーワードラリーに回答した方に配布する景品などは、数に限りあり出展団体

完熟ゴヤたん

❶リサイクル図書の無償提供

❷調布パルコ・トリエ京王調布と一緒に
　フードドライブを開催

　除籍された本や所蔵しない寄贈本をリサイクル
図書として無償提供します。
■所中央図書館６階視聴覚資料室　
■問中央図書館☎042－441－6181

　ご自宅にある消費する見込みのない食べ物を会場へお持ち
ください。市内の子ども食堂や福祉施設などに配布します。
食品の条件／●未開封で賞味期限が１カ月以上あるもの
●包装や外装が破損していないもの●生鮮食品、冷凍・冷蔵
食品、酒類以外のもの　対象食品／缶詰、インスタント・レ
トルト食品、調味料、乾物、嗜好品、お菓子など　
■所調布駅前イベント広場、調布パルコ１階インフォメーショ
ン横「パルコ＆トリエ合同窓口（午前10時～）」でも受け付け　
■問文化生涯学習課☎042－481－7140
❶❷共に
■日10月24日㈯午前10時～午後３時　

ほかにも開催

緑と花の祭典
第第8787回回

■日10月24日㈯・25日㈰　■時午前10時～
午後３時　■所調布駅前イベント広場　
■内花苗や植木・園芸用品の販売、坪庭
の作成展示、竹などを使ったクラフト体験、お庭の無料相談、
苔だま作り（有料）、花の種の無料配布、来場者（小学生まで
を対象）にチューリップ栽培キット・球根をプレゼント（先
着順）、オリーブ・ブルーベリー苗木の無料配布（両日午前
11時から整理券配布・正午から午後３時まで
引き換え、先着各80株ずつ、どちらか１株）、
緑の募金など　
■問緑と公園課☎042－481－7083 市HP

会場で小型充電式電池・
古着・おもちゃ・
ぬいぐるみの

不用品回収を行います

マイバッグ
を

持参してね

イベントスケジュール

午前10時～ 開会式

　　10時10分～
　　10時30分

東京ドロンパ、けい太くん、ドンペンとの撮影会
■所調布駅前イベント広場

　　10時30分～
　　10時55分

ちょうふ未来トーク　
　～環境のこと若者に聞いてみた～
■所環境フェアステージエリア

　　11時50分～
午後０時10分

消費生活センター出前寄席
■所環境フェアステージエリア　
■演出前寄席ユニットアクトリー

　　０時40分～
　　１時10分

シャンソン姉さんステージ
パフォーマンス
「楽しむだけでエコ活動！調布
あるあるシャンソンライブ」
■所環境フェアステージエリア
■演シャンソン姉さん　ほか

※ 午前11時からスポGOMI大会in調布の開会式、午後１時30分か
ら表彰式あり

市HP
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